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十
六
世
紀
太
湖
周
港
地
帯
に
お
け
る
官
田
制
度
の
改
革

四

問
題
の
所
在

二
つ
の
改
革
・
「
均
糧
」
と
「
徴
一
」

|
蘇
州
府
を
通
じ
て
|

改
革
の
展
開

1

湖
州
府
そ
の
一

2

常
州
府
附
鋲
江
府

3

湖
州
府
そ
の
こ

4

嘉
興
府

5

松
江
府

第
三
の
改
革

税
糧
徴
牧
率
と
雑
役
労
働
負
携
編
審
率

改
革
の
前
提
係
件
と
改
革
推
進
官
僚
の
意
識

改
革
の
評
償

(
以
上
本
放
)

(
以
下
次
披
)

高
暦
一
七
年
(
一
五
八
九
)
、
臨
天
巡
傑
・
都
御
史
周
縫
、

六五

問

題

所

在

の

蘇

チH

(
上
)

-オミエ

木本

夫

正①
 

知
府
石
昆
玉
の
作
製
に
な
る
「
経
賦
冊
」
所
載
、

「
回
糧
斗
則
」
の

項
は
、
蘇
州
府
奥
懸
の
〈
貫
在
官
民
田
地
山
蕩
〉
七
一
四
一
頃
二
九

畝
三
分
四
麓
五
事
を
、
二
二
種
の
税
糧
徴
牧
率

(
H田
糧
斗
則
)
別
の

地
自
に
匝
分
し
、
同
時
に
各
地
目
別
の
面
積
を
附
し
て
い
る
。
地
・

。。
E
U
 

山
・
蕩
な
ど

正
常
な
栢
穀
産
出
量
を
も
た
な
い
と
認
め
ら
れ
、
従

っ
て
そ
の
殆
ん
ど
が
軽
微
な
徴
牧
率
を
課
せ
ら
れ
て
い
る
一
八
種
の

地
目
(
そ
の
な
か
に
は
登
録
さ
れ
た
土
地
総
面
積
の
約
二

O
%を
占

め
る

「
一
升
五
合
締
山
蕩
」

れ
る
)
を
除
く
と
、
貫
質
的
に
も
っ
と
も
重
要
な
徴
収
封
象
と
な
る

稲
穀
産
出
地
の
大
部
分
は
、
八
三
斗
四
升
四
合
田
〉
四
一
八
五
頃

一
三
六
四
頃
一
一
畝
八
分
二
一
暑
が
含
ま

が
占
め
る
。
そ
れ
に
先
立
つ
こ
と
八
六
年
、

弘
治
一
六
年
(
一
五

O

一
二
〉
の
、
〈
呉
蘇
貫
徴
官
田
地
等
項
〉
三
六
三
三
頃
有
奇
、
〈
民
田

@
 

地
等
項
〉
三
四
七

O
頃
有
奇
、
と
い
う
地
自
分
類
は
、
も
は
や
と
こ



で
は
見
ら
れ
な
い
。
〈
貫
在
官
民
団
地
山
蕩
〉
に
い
う
「
官
・
民
」

は
、
か
つ
て
明
朝
の
租
宗
が
行
な
っ
た
土
地
支
配
原
則
の
停
統
を
形

式
的
ーに
と
ど
め
る
定
冠
調
に
す
ぎ
な
い
。
康
照
蘇
州
府
志

(
巻
二
三

一
六
二

O
)度
、
蘇
州

-
田
賦
一
〉

が
、
高
暦
四
八
年
(
泰
昌
元
年
、

府
下
一
州
七
懸
の
八
貰
在
官
民
団
地
蕩
山
塗
灘
濃
漕
池
等
項
〉
下
の

税
糧
徴
牧
率
別
地
目
に
つ
い
て
示
す
と
と
ろ
も
同
様
で
あ
る
。
た
と

え
ば
、
弘
治
二
ハ
年
、
八
官
団
地
等
項
〉
九
六
七

O
頃
、
〈
民
団
地

@
 

〉
三
七
九
二
噴
と
記
録
さ
れ
て

い
る
長
洲
鯨
で
は
、
八
貫
徴
官
民
田

地
山
蕩
〉

二
ニ
一
ニ
ハ
一
頃
六
五
畝
徐
の
塵
倒
的
大
部
分
、

一
一一
一

八
頃
四
八
畝
絵
、

八
五
%
強
が
八
三
斗
七
升
五
合
官
回
〉
に
よ
っ
て

占
め
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
残
る
部
分
の
う
ち

か
つ
て
は
「
官
回
」

と
明
確
に
封
比
さ
れ
た
「
民
団
」
と
い
う
名
稽
が
、
八
二
斗
八
升
民

回
〉
五
六
一
頃
徐
と
し
て
か
す
か
に
痕
跡
を
留
め
る
に
す
ぎ
な
い
こ

と
が
示
唆
す
る
よ
う
に
、

こ
の
、
三
斗
七
升
五
合
(
毎
畝
〉
と

い
う

一
律
の
徴
牧
率
を
措
う
「
官
田
」
は
、
も
は
や
、
弘
治
二
ハ
年
の
そ

れ
と
は
全
く
意
味
内
容
を
異
に
し
た
、
姦
様
突
起
的
な
附
間
刷
物
と
さ

@
 

え
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

明
初
の
蘇
州
府
下
で
、
三
七
%
強
の
「
民
田
」
と
封
比
さ
れ
、
六
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%
強
を
占
め
て
い
た
「
官
回
」
と
い
う
登
録
地
目
は

一
六
世
紀

後
半
以
降
、
地
方
官
躍
の
貫
質
的
な
徴
牧
豪
帳
の
上
か
ら
、
す
で
に

消
え
去
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

同
時
に

「
民
田
」
自
檀
も
そ
の
名
を
失
な
っ

て
い
る
。

「
今
存

者
、
惟
彼
所
屯
田
・
皐
田
・
勅
戚
欽
賜
荘
回
、
三
者
猫
，是

官
田
:
:
:

蘇
州
一
府
、
惟
呉
懸
山
不
曾
均
矯
一
則
、

至
今
有
官
山
私
山
之
名
」

(
日
知
録
各
十
・
蘇
松
二
府
回
賦
之
重
)

嘉
輿
府
、
湖
州
府
、
松
江
府
、
常
州
府
、
鎮
江
府
等
の
、
長
江
下

流
、
太
湖
周
透
に
位
置
す
る
か
つ
て
の
「
官
回
地
帯
」
に
お
い
て、

⑤
 

事
態
は
、
す
べ
て
同
じ
で
あ
る
。

-59-

十
世
紀
以
降
、
経
慣
費
展
の
上
で
「
先
進
地
域
」
と
呼
ば
れ
る
こ

の
地
帯
に
お
い
て
、

一
回
世
紀
後
宇
、
初
期
明
朝
樺
力
が
設
置
し
た

「
官
田
制
度
」
は
、

一
六
世
紀
の
宇
ば
を
過
ぎ
る
頃
、
完
全
に
消
滅

し
、
そ
こ
に
は
、
清
朝
団
賦
制
度
が
直
接
に
依
捜
し
た
、
高
暦
年
間

の
税
糧
徴
牧
瞳
系
が
す
で
に
成
立
し
て
い
た
。

と
の
掛
変
化
は

-， 
均

「
均
則
」

な
ど
と
帯
さ
れ
る
税
糧
徴
牧
率
の

し
た
改
革
を
基
軸
と
し
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

す
で
に
、

糧
L 

一
元
化
を
意
圃

梁
方
仲
(
「
一
傑
鞭
法
」
中
国
近
代
経
済
史
研
究
集
刊
・
第
四
・
第
一
期
)
、

岩
見
宏
(
「
明
の
嘉
靖
稲
後
に
お
け
る
賦
役
改
革
に
つ
い
て
」
東
洋
史
研
究
第

十
昌
也
五
鋭
)
、

周
良
脅
(
「
明
代
蘇
松
地
底
的
官
同
奥
重
賦
問
題
」
歴
史
研
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究
-
一
九
五
七
年
・
第
十
期
)
、
陳
恒
力
(
「
明
代
蘇
松
地
直
農
業
経
済
的
若

千
嬰
化
」
補
農
書
研
究
附
件
第
四
)

山
根
幸
夫
(
「
一
係
鞭
法
と
地
丁
銀
」

筑
摩

・
世
界
の
歴
史

・
十
一
)

の
諸
氏
に
よ
っ
て
概
観
さ
れ
た
こ
の
改

革
を
、
改
め
て
総
括
す
る
目
的
は
、最
終
的
に
は
そ
れ
を
通
じ
て
、
十

世
紀
以
降
、
近
代
に
至
る
迄
の
中
国
一
耽
曾
を
も
貫
徹
す
る
封
建
的
中

央
集
楢
檎
力
の
「
税
糧
」
徴
牧
制
度
の
根
接
を
掴
む
こ
と
に
あ
る
。

第
二
の
税
糧
と
も
い
う
べ
き
径
役
努
働
の
徴
牧
と
あ
わ
せ
て

「
税

役
」
と
概
帯
さ
れ
る
こ
の
制
度
は
、
「政
府
」
及
び
「
納
税
者
」
農
民

諸
層
の
雨
者
の
も
つ
比
較
的
す
っ
き
り
し
た
一
見
「
近
代
的
」
な
閥

係
の
賓
現
形
態
で
あ
る
、と
い
う
の
が
、
意
識
す
る
と
せ
ざ
る
と
に
か

か
わ
ら
ず
従
来
私
た
ち
研
究
者
の
無
保
件
な
前
提
と
な
っ
て

い
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
十
世
紀
以
降
の
税
糧
及
び
繕
役
努
働
徴
枚
制
度
を

統
一
し
、
辛
亥
革
命
に
至
る
ま
で
の
中
園
に
お
け
る
そ
の
最
終
的
形

態
を
も
た
ら
し
た
諸
改
革
、
す
な
わ
ち
、

一
六
世
紀
、
明
朝
正
徳

嘉
靖
期
か
ら
き
わ
だ
っ
て
開
始
さ
れ
る
諸
改
革
|

|
一
傾
鞭
法
か
ら

地
丁
併
徴
に
至
る

l
lの
過
程
は
、
税
役
を
、
軍
に
か
か
る

「
近
代

的
」
開
係
の
質
現
形
態
だ
と
い
う
よ
う
に
無
批
判
に
規
定
す
る
こ
と

の
危
険
性
を
示
唆
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

右
諸
改
革
の
起
鮎
で
あ

り、

他
の
地
域
の
そ
れ
に
も
大
き
な
影
響
を
奥
え
た
「
官
団
地
帯
」

に
お
け
る

「
均
糧
」
及
び
そ
れ
と
不
可
分
離
の
関
係
で
行
わ
れ
る

連
の
税
役
制
度
改
革
の
過
程
は
、
こ
の
基
本
的

経
済
地
帯
の

地
」
を
め
ぐ
る
諸
祉
命
日
開
係
の
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
何
ら
か
の
手

「土

が
か
り
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

資
料
の
大
学
は
、
明
代
の
地
方
志
で
あ
る
。
そ
の
資
料
批
判
は
、

主
と
し
て
そ
れ
ら
地
方
志
相
互
の
比
較
に
よ
っ
て
筆
者
が
行
な
っ
た

が
、
不
十
分
な
貼
も
多
い
と
思
う。

巌
し

い
批
判
を
お
願
い
す
る
。

そ
の
貫
霊
的
部
分
に
閲
し
て
、

な
お

本
稿
は

し
ば
し
ば
拙
稿

「
明
初
江
南
の
官
固
に

つ
い

て
l
蘇
州

・
松
江
二
府
に
お
け
る
そ
の

- 60ー

具
鯉
像
|
」

(上

・
下
)
・
東
洋
史
研
究
一
九
轡
三

・
四
暁
を
前
提

と
す
る
。
文
中
「
前
稿
」
と
略
稽
す
る
が
、
参
照
の
努
を
と
っ
て

い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

二
つ

の
改
革

・
「
均
糧
」
と
「
徴

ご

|

|
蘇
州
府
を
通
じ
て
|
|

@
 

勺
均
糧
」
及

「
{
呂
田
」
の
消
滅
、
従
っ
て
「
民
団
」
の
解
消
は
、

び
そ
れ
と
密
接
に
結
び
つ
い
た
「
徴

ご

と

呼
ば
れ
る
税
糧
徴
牧
制

度
の
改
革
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
。

「
均
糧
」
と
は
回
土
毎
畝
あ
た
り
の
税
糧
徴
牧
率

(
H額
)
の

一

@
 

「
徴
一

」
と
は
、
税
糧
と
し
て
徴
牧
さ
れ
る
物
品
の

元
化
で
あ
り
、



単
位
一
徴
牧
量
乃
至
単
位
徴
牧
率

(
H額
)
内
に
お
け
る
、
質
と
量
の

固
定
化
、
よ
り
具
瞳
的
に
は
、
税
糧
毎
石
乃
至
回
土
毎
畝
あ
た
り
銀

若
干
・
米
若
干
と
い
う
比
率
の
設
定
で
あ
る
。

1 

「
均
糧
」

「
均
糧
」
が
否
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
も
の
は

J

官
田

民
田
の
相
異
を
核
と
す
る
複
雑
多
岐
に
わ
た
っ
た
徴
枚
率
H
起
科
等

別
で
あ
る
。
そ
の
現
買
に
つ
い
て
は
行
文
が
追
っ
て
ふ
れ
る
で
あ
ろ

ぅ
。
乙
ζ

で
は
ま
ず
、

「
均
糧
」
化
貫
現
の
過
程
に
お
け
る
具
韓
的

な
操
作
を
検
討
し
よ
う
。
所
輿
の
改
革
の
性
格
を
規
定
す
る
た
め
に

は
、
煩
墳
を
い
と
わ
ず
立
ち
入
っ
た
分
析
が
試
み
ら
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

嘉
靖
一
七
年
(
一
丑
三
八
円

蘇
州
知
府
玉
儀
が
作
製
し
た

蘇
分
の
「
擁
耗
丈
量
田
地
冊
」
(
崇
頑
呉
豚
志
容
七
回
賦
上
)

は
、
「
均

糧
」
の
た
め
に
地
方
官
聴
で
用
い
ら
れ
た
帳
簿
と
し
て
唯
一
つ
私
た

ち
に
遺
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
し
ば
ら
く
の
叙
述
を
と
れ
に
依

捕
減
し
よ
う
。

奥
蘇
の
科
糧
田
(
原
則
と
し
て
宿
穀
で
納
入
し
、
又
ふ
い
の
量
で
計
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算
さ
れ
る
基
本
的
税
糧
の
徴
枚
謝
象
た
る
土
地
)
は
、
四
八
五
六
頃

六
二
畝
鈴
1

1
こ
の
他
に
、
た
だ
、
委
・
綿
・
紗
で
納
入
さ
れ
る
山

-
濁
二

O
九
八
頃
八
一
畝
徐
が
存
在
す
る
|
|
。
正
米
〈
賦
役
責
冊

に
登
録
さ
れ
て
い
る
奮
来
の
正
規
の
徴
枚
率
に
よ
っ
て
納
入
さ
る
べ

き
税
糧
、
附
加
挽
糧
た
る
耗
米
と
匝
別
さ
れ
る
)
は
、

一
二
八
八
九

三
石
像
で
あ
る
。
先
ず
、
こ
の
う
ち
か
ら
、
耗
米
部
分
を
特
に
菟
除

し
て
正
米
の
み
の
納
入
を
定
め
ら
れ
て
い
た
「
止
徴
ニ
正
糧
一
山
蕩
五

正
米
二
六

O
石
徐
」
を
除
外
し
、
正
常
に
耗
米
を

九
七
頃
二
畝
徐
、

も
負
指
し
て
い
た
、
該
加
耗
肥
糟
相
等
回
四
二
五
九
頃
六

O
畝
に
つ

い
て
、

そ
の
正
米
二
二
ハ
二
九
一
石
齢
、
耗
米
若
干
石
が
合
算
さ
れ

る
。
こ
の
際
、
従
来
は
、
右
正
耗
米
の
一
定
部
分
の
代
納
の
た
め
に

-61-

割
り
嘗
て
ら
れ
て
お
り
、
金
花
銀
な
ど
の
い
く
つ
か
の
名
目
で
呼
ば

呉

れ
て
い
た
銀
雨
H
折
銀
部
分
、
所
謂
折
銀
米
が
、
毎
一
一
隅
H
米
二

石
の
新
ら
し
い
割
合
で
換
算
し
な
お
さ
れ
、
怠
の
中
に
改
め
て
明

確
に
固
定
化
さ
れ
る
。
そ
の
上
で
、
こ
の
折
銀
部
分
を
も
含
め
た
正

耗
米
の
全
瞳
が
「
石
」
を
車
位
に
し
て
合
算
さ
れ
、
計
平
米
一
四
六

五
三

O
石
徐
と
さ
れ
る
。

革
以
来
用
い
ら
れ
て
来
た
、
正
米
・
耗
米
の
合
計
と
い
う
形
式
を
備
え
つ
つ

(
こ
の
「
卒
米
」

は
、
宣
徳
年
間
、
周
伐
の
改

も
、
折
銀
部
分
の
換
算
率
切
り
替
え
と
固
定
化
に
よ
っ
て

そ
の
意
味
内
容

に
愛
更
を
加
え
ら
れ
た
と
こ
ろ
の
新
概
念
で
あ
る
。
)
乙
の
合
計
平
米
額
、

す
な
わ
ち
新
た
に
設
定
さ
れ
た
「
机
上
」
の
線
徴
枚
額
を

上
記
該
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加
耗
肥
癖
相
等
田
の
面
積
で
割
る
と
、
呉
牒
の
新
毎
畝
徴
牧
率
(
額
)

が
三
斗
四
升
四
合
と
な
る
。

次
に
、
突
鯨
下
の
各
国
片
に
課
せ
ら
れ
た
、

官
田

・
民
団
の
相
異

を
中
核
と
す
る
複
雑
多
岐
な
徴
牧
率
(
「
斗
則
」

と
ζ

こ
で
は
名
付

け
ら
れ
る
〉
を

一
斗
を
軍
位
と
し
て

七
段
階
に
整
理
し
、
各
段

階
毎
に
、
そ
の
面
積
と
正
米
額
を
註
記
す
る
。
す
な
わ
ち

六
斗
以
上
回

・
若
干
頃
畝

・
正
米
若
干
石
。
五
斗
以
上
回
・
若
干
頃
畝

・

正
米
若
干
石
。
四
斗
以
上
回

・
若
干
頃
畝
・
正
米
若
干
石
。
三
斗
以
上

回
・
若
干
頃
畝

・
正
米
若
干
石
。
二
斗
以
上
回
・
若
干
頃
畝
・
正
米
若
干

石
。
一
斗
以
上
回

・
若
干
頃
畝
・
正
米
若
干
石
。
一
斗
以
下
回
・
若
干
頃

畝
・
正
米
若
干
石
。

と
な
る
。
そ
し
て
、
各
段
階
毎
畝
の
徴
枚
率
が

一
律
に
先
の
三
斗

四
升
四
合
に
な
る
よ
う
に

正
米
の
多
少
を
考
慮
し
つ
ー
へ

耗
米
の

割
り
あ
て
を
加
減
し
、

あ
る
い
は
折
銀
米

(
米
で
表
示
さ
れ
た
銀
〉

に
換
算
し
な
お
し
て

い
く
。

こ
の
操
作
に
あ
た
っ

て
は
、
最
初
に
折

銀
米
堂
、
欝
換
算
率

(
銀
一
雨
H
米
四
石
)

で
割
り
首
て
、

衣
に

新
換
算
率

(
銀

一
雨
H
米
二
石
)
に
よ

っ
て、

そ
の
数
値
を
字
減
す

そ

る
と
い
う
方
法
が
重
要
な
テ
コ
と
な
る
。
こ
れ
が

「
各
斗
則
を
将
つ

て
、
金
花
〔
銀
〕

・
田
耗
〔
米
〕
と
哀
〔
多
〕
盆
〔
寡
〕

・
拘
算
し
、

毎
畝
正
耗
米
(
か
つ
て
の
現
貫
的
な
内
容
を
も
っ
た
正
米

・
耗
米
で

は
な
く
、
机
上
計
算
で
新
し
く
設
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
)

ナ
ラ

J

ニ

四
升
四
合
に
、
牽
い
て

擁

す

る
」
と
表
現
さ
れ
る
操
作
で
あ
り
、

「
均
糧
」
と
い
う
概
念
の
中
核
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
乙
の
操
作
に
際 斗

し
で
は
、

耗
米
を
全
て

の
場
合
、

一
封
一
の
比
率
で
本
色
米

(
現
物

の
米
穀
で
納
入
す
べ
き
部
分
)
に
換
算
し

正
米
を、

あ
る
い
は

前
述
の
新
奮
換
算
率
で
銀
に
、
あ
る
い
は
一
封
一
の
比
率
で
本
色
米

に
換
算
す
る
と
い
う
手
績
き
が
加
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い。

貫
際
は

左
の
よ
う
で
あ
る
。

「
六
斗
以
上
田
」

に
封
し
て
は
、

原
徴
校
率
に
よ
る
正
米
締
量
を

- 62一

毎
畝
に
卒
均
す
る
と
、

目
標
の
三

・
四
四
斗
を
は
る
か
に
上
回
る
の

で
、耗
米
割
嘗
分
は
一
切
除
外
し
、
次
に
奮
換
算
率
に
よ
る
折
銀
米
を

割
嘗
て

も
う
一
度
換
算
率
を
二
分
の
一
に
し
て
、
大
幅
な
机
上
切

り
下
げ
を
行
な
い
、
毎
畝
卒
均
、
三

・
四
四
斗
に
一
致
さ
せ
、
ど
う

し
て
も
操
作
し
き
れ
な
か
っ
た
分
は
、
特
別
の
措
置
で
消
化
す
る
。

六
斗
以
上
回
。

二
ニ
頃
二
四
畝
三
分
九
麓
一
定
答
。
正
米
九
六
九
石
六
斗
一

升
入
合
七
勺
。
全
仮
京
庫
金
花
銀
二
二
七
雨
七
銭
九
分
五
鐙
二
牽
五
紙
。

毎
雨
准
米
四
石
。
該
准
正
米
九
一
一
石
一
斗
入
升
一
勺
。
今
改
折
銀
短
爾

准
米
二
石
。
賓
准
一
中
米
四
五
五
石
五
斗
九
升
五
勺
。
除
敏
正
米
五
八
石
四

斗
三
升
七
合
七
勺
。
議
於
〔
他
斗
則
の
〕
耗
米
内
通
融
包
補
詑
。

「
五
斗
以
上
回
」

R

耗
米
な
し
。

一
部
分
を
銀
で
換
算
庭
理
、

部



分
，を
本
色
米
で
換
算
慮
理
。

「
四
斗
以
上
回
。
耗
米
な
し
。

(
七
二
八
頃
徐
)

五
斗
以
上
と
同
様
に
慮
理
。
銀
換
算

部
分
を
よ
り
少
な
く
本
色
米
部
分
を
よ
り
多
く
す
る
。

(
八
三

O
頃

告余
「
三
斗
以
上
田
」
。

耗
米
な
し
。

五
斗
・
四
斗
以
上
と
同
様
に
慮

理
。
銀
部
分
を
ま
す
ま
す
少
な
く
、
本
色
米
部
分
を
ま
す
ま
す
多
く

す
る
。三

斗
以
上
因
。
七
一
一
頃
七
O
畝
九
分
五
登
一
牽
。
正
米
二
五
七
四
四
石

入
斗
三
升
三
合
入
勺
。
験
源
京
庫
金
花
銀
六
三
一
一
問
一
分
三
費
三
事
五

紙
。
毎
爾
准
米
四
石
。
該
准
正
米
二
五
二
四
石
五
升
三
ム
ロ
四
勺
。
今
改
折

銀
毎
雨
准
米
二
右
。
質
准
卒
米
一
二
六
二
石
二
升
六
合
七
勺
。
徴
本
色
米

二
三
ニ
二

O
石
七
斗
入
升
四
勺
。
共
賞
汲
本
折
卒
米
二
四
四
八
二
石
八
斗

七
合
一
勺
。

耗
米
を
割
嘗
て
る
。
銀
は
割
嘗
て
な
い
。

て
正
・
耗
米
が
、
す
べ
て
本
色
米
で
計
上
さ
れ
る
。
(
四
七
九
頃
徐
)

「
二
斗
以
上
回
」
。

従
てコ

「
一
斗
以
上
回
」
。
二
斗
以
上
と
同
様
。
耗
米
額
増
す
(
一

O
一
頃

徐
「
一
斗
以
下
回
。
二
斗
以
上
、

と
は
封
照
的
に
、
原
徴
枚
率
に
よ
る
正
米
線
量
を
毎
畝
に
卒
均
す
る

一
斗
以
上
と
同
様
。
六
斗
以
上
の
回
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と
、
三
・
四
四
斗
を
は
る
か
に
下
回
る
の
で

正
米
の
五
倍
以
上
も

の
耗
米
が
割
嘗
て
ら
れ
る
。

は
多
く
こ
乙
に
含
ま
れ
る
)

(
一
三
六
四
頃
鈴
・
従
来
の
民
田
部
分

以
上
が
、
嘉
靖
一
七
年
、
蘇
州
府
呉
服
肺
に
お
い
て
そ
の
操
作
の
特

色
に
因
ん
で
「
灘
耗
」
と
名
付
け
ら
れ
た
「
均
糧
」
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

で
あ
る
。

し
か
し
、
留
意
す
べ
き
は

七
段
階
直
分
に
も
と

ζ

の

一
牒
の
「

該
肥
婚
相
等
田
」
に
つ
い
て
、
牒
衛
門
乃
至
府
衛
門
で
作
成
さ
れ
た

ず
く
操
作
は
、
あ
く
ま
で
、
机
上
の
も
の
、
す
な
わ
ち
、

帳
簿
上
で
な
さ
れ
た
も
の
だ
と
い
う
と
と
で
あ
る
。

一
方
で
、
神
聖

な
「
賦
役
黄
冊
」
上
に
登
録
さ
れ
て
来
た
不
可
侵
の
複
雑
き
わ
ま
る

「
起
科
等
則
」
は
、
不
動
の
ま
ま
に
置
か
れ
て
い
る
。
こ
の

「
起
科

-63-

等
則
」

(
H嘗
来
の
税
糧
徴
牧
卒
、
右
の
「
斗
則
」
は
こ
の
「
起
科

等
則
」
に
も
と
ず
く
〉
と
、
新
た
な
「
均
糧
」
に
よ
る
徴
牧
率
と
の

闘
係
を
明
示
し
て
記
録
・
保
存
す
る
こ
と
な
く
し
て
、
改
革
を
行
な

う
乙
と
は
一
切
認
め
ら
れ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
責
冊
の
無
視
は
、
権

力
の
停
統
的
「
税
糧
」
徴
枚
権
の
根
擦
を
覆
え
す
行
震
に
外
な
ら
な

い
か
ら
で
あ
る
。

責
冊
上
の

「
起
科
等
則
」
に
束
縛
さ
れ
る
放
に
こ

そ
、
七
段
階
匝
分
に
よ
る
操
作
が
必
要
と
さ
れ
、

「
擁
耗
丈
量
団
地

冊」

が
か
か
る
内
容
を
も
っ
て
作
製
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
形
式
的
手
績
が
踏
ま
れ
た
上
で
、
現
賓
の
各
土
地
「
所
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有
」
者
か
ら
の
徴
牧
が

二
冗
化
さ
れ
た
コ
ニ
斗
四
升
四
合
」
に
よ

っ
て
開
始
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て

「
六
斗
以
上
回
」
は

銀
で

「
三
斗
以
上
回
」

は
本
色

「
一
斗
以
下
回
」

は
本
色
米
で
、

米
と
銀
で

と
い
う
ご
と
き
帳
簿
上
の
操
作
も

そ
の
ま
ま
現
質
の

徴
枚
に
適
用
さ
れ
る
の
で
は
な
い
。

七
段
階
匿
分
が
か
か
る
机
上
操

作
で
あ
る
以
上

こ
の
よ
う
に
複
雑
な
、
銀

・
米
配
分
率
の
設
定
は

現
買
の
過
程
で
は
困
難
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
「
均
糧
」

H
徴
牧
率
の

「
徴
一
」

が
必
要
と
さ
れ
前
提
と
さ

一
元
化
と
は
、
別
箇
の
改
革
、

れ
る
理
由
が
あ
る
。

2 

「
徴
ご

嘉
晴
呉
江
廓
志
(
曾
九

・
土
田
)
の
記
録
す
る
「
嘉
靖
一
七
年
知

府
王
儀
刊
定
書
冊
」
所
載
「
秋
根
八
事
」

の
最
終
項
「
以
レ
一
定
ニ其

則
こ
は
、
「
毎
卒
米
一
石
、
渡
徴
本
色
米
五
斗
三
升
・
折
色
銀
二
銭
三

分
五
厘
」
と
す
こ
ぶ
る
簡
単
に
、
註
記
・
説
明
さ
れ
て
い
る
。

勝
の

「
卒
米
」
総
計
若
干
石
中
に
お
け
る
本
色
米
綿
計
若
干
石
と
折
銀
米

線
数
若
干
石
と
の
比
率
が
定
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
を
卒
米
一
石

中
の
各
々
の
比
率
に
縮
少
す
る
こ
と
は
容
易
で
あ
ろ
う
。
卒
米

一
石

中
の
折
銀
米
若
干
斗
を
、
銀
一
雨
H
米
二
石
の
新
換
算
率
に
よ
っ
て

銀
若
干
銭
に
置
き
換
え
れ
ば
、
奥
江
蘇
の
ご
と
き
数
値
は
た
だ
ち
に

導
か
れ
る
。
こ
と
に
み
ら
れ
る
徴
牧
物
品
の
銀
米
へ
の
固
定
化
と
そ

の
比
率
の
確
定
こ
そ
、
第
二

の
改
革
の
主
要
な
内
容
で
あ
る
。
こ
れ

を
「
徴
ご

の
原
則
と
よ
ぼ
う
。
康
照
蘇
州
府
志

(袋
二
三

・
田
賦

こ

が
記
録
す
る

「
嘉
靖
一
七
年
巡
撫
都
御
史
欧
陽
必
進
〔
鐸
の
あ

や
ま
り
で
あ
る
〕
・
知
府
王
儀
核
造
経
賦
冊
」
所
載
「
以
八
事
定
税

糧
」
の
第
八
項
「
以
徴
一
定
其
額
」
と
、
崇
顧
松
江
府
志

(巻
入

・

国
賦
上
)
が
記
録
す
る

「
嘉
靖
一
六
年
知
府
黄
潤
以
八
事
定
税
糧
」

の
第
八
項
「
以
徴
一
定
其
則
」
と
は
、
同
一
の
説
明
文
を
持
つ
が

「
凡
ゆ
る
金
花
・
白
銀
・
粗
細
布
債
は

一
例
に
均
離
し
、
各
衛
門
の

一臼ー

石
ご
と
に
春
排
米
二
斗
を
加
え
、
頭
緒
を
省
去
し
、

只
だ
本
折
雨
項
と
作
し
て
波
徴
す
」
と
い
う
そ
の
内
容
が
意
味
す
る

所
は
、

正
耗
白
糧
は、

「
均
糧
」
と
併
行
す
る
こ
の
重
要
な
改
革
の
本
質
に
ふ
れ
る

と
思
わ
れ
る。

「
徴
一
」
に
よ
っ
て
改
革
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
封
象
は
、
最

も
基
本
的
な
税
糧
で
あ
る
秋
糧
の
線
徴
牧
額
を
基
準
に
し
て
、
戸
部

か
ら
各
府
へ
徴
枚
が
命
じ
ら
れ
、
年
々
そ
の
量
に
費
動
の
あ
る

さ

ま
ざ
ま
な
種
類
の
徴
牧
物
品
の
存
在
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
の
物
品
の

中
、
か
つ
て
夏
税
と
し
て
徴
枚
さ
れ
て
い
た
婆

・
豆

・
綿
綿

・
戸
口

食
堕
〔
紗
〕
・
馬
草
な
ど
は
、
宣
徳
八
年
(
一
四
一
二
三
〉
躍
天
巡
撫
周



伐
の
「
加
耗
・
折
徴
例
」
の
制
定
以
来
、
そ
れ
ぞ
れ
一
定
の
比
率
を

以
て
米
に
換
算
さ
れ
、
秋
糧
正
米
の
附
加
負
携
で
あ
る
耗
米
〔
H
加

⑩
 

耗
〕
の
中
に
含
め
て
徴
牧
さ
れ
る
ζ

と
に
な
っ
て
い
た
が
、
そ
の
他

も

「
加
耗
折
徴
例
」
以
来
、

一
定
の
准
米
比
率
で
米
の
代
替
徴

牧
物
品
と
な
っ
て
い
た
金
花
銀
や
、
同
じ
く
一
定
の
准
米
比
率
を
も

つ
で
代
納
品
と
な
っ
て
い
た
、
澗
白
三
稜
布
、
潤
白
綿
布
等
の
所
謂

「
粗
細
布
」

ζ

の
「
官
布
L

類
に
は
、
そ
の

名
目
を
帳
簿
に
時
局
し
た
ま
ま
、
嘉
靖
期
に
は
又
各
々
一
定
の
比
率
を

「
官
布
」
が
あ
っ
た
。

以
て
銀
で
徴
枚
さ
れ
て
い
た
も
の
も
多
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら

に
、
成
化
二
二
年
(
一
四
八
六
〉
以
来
、
南
直
隷
の
各
府
で
は
、
耗
米

の
一
部
が
一
定
の
比
率
を
も
っ
て
銀
納
化
さ
れ
白
銀
と
帯
さ
れ
て
い

っ
た
ゆ
又
、
秋
糧
正
米
の
あ
る
部
分
は
、
白
熱
梗
橋
米
(
精
白
し
た

タ
も
ち
ご
め
。
)

あ
る
部
分
は
横
梗
米

(
玄
米
の

J
つ
る
ち
9

)

と
し
て
徴
枚
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
周
比
以

グ
つ
る
ち
9

や

と
し
て

来
、
税
糧
徴
牧
率
の
高
い
重
則
官
田
部
分
に
は
、
賞
質
負
措
の
軽
く

な
る
金
花
銀
や
官
布
類
を
代
納
さ
せ
、
徴
校
率
の
低
い
所
謂
五
升
民

田
部
分
な
ど
に
は
、
貫
質
負
掘
の
重
く
な
る
白
米
類
を
代
納
さ
せ
る
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こ
れ
ら
徴
収
物
品
は
、
徴
校
率
と
複
雑
に
か
ら
み
あ
っ
て
い

豊
か
な
生
産
力
を
も
ち
、

な
ど
、

同
時
に

「
官
田
地
帯
L

で
あ
る
が

た。

故
の
「
多
種
」
で
あ
り
「
複
雑
」
で
あ
っ
た
。

蘇
州
府
の
西
に
連
な
る
常
州
府
知
府
醸
慣
が
嘉
靖

一
六
年
(
一

五

三
七
〉
に
言
う
所
は
こ
の
間
の
消
息
を
こ
う
停
え
る
。

常
年
曾
計
、
奉
戸
部
開
坐
税
根
・
馬
草
・
起
・
存
各
街
門
本
・
折
色
数

日
到
府
、
波
麗
徴
還
、
原
未
立
有
法
程
、
放
経
可
那
重
、
重
可
那
軽
、
好
弊

百
出
、
莫
能
査
考
、
本
府
銭
線
、
有
白
細
綬
精
米
、
次
等
白
綬
米
、
有
権

梗
米
、
有
金
花
、
有
白
銀
、
有
官
布
、
団
地
斗
則
、
有
七
斗
六
斗
以
下
、

有
五
斗
四
斗
以
下
、
有
三
斗
二
斗
一
斗
以
下
、
前
周
文
褒
公
〔
枕
〕
立
法
、

七
斗
至
四
斗
、
則
納
金
花
・
官
布
経
費
折
色
、
二
斗
一
斗
、
則
納
白
根
精

米
重
等
本
色
、
園
田
則
軽
重
而
震
損
盆
、
法
非
不
善
也
、
但
法
久
弊
生
、

官
司
以
情
奉
金
花
、
姦
富
以
利
賀
金
花
、
書
算
以
官
田
作
民
団
、
軽
則
改

重
則
、
巧
於
飛
説
、
非

一
人
一
日
所
能
査
理
、
貧
寒
小
民
、
呑
撃
認
重

則
、
納
本
色
、
錐
欲
告
理
而
難
子
悉
達
者
、
勢
則
使
然
也
、
其
夏
税
褒
-

H

称
、
毎
年
分
各
曾
計
、
於
秋
綾
田
上
徴
灘
、

-65-

さ
ら
に
、
前
述
の
ご
と
く
、
戸
部
か
ら
各
府
へ
割
嘗
て
ら
れ
る
諸
税

糧
の
総
額
は
年
々
一
嬰
動
し
、
そ
の
度
ご
と
に
、
各
府
で
は
耗
米
の
比

率
を
費
え
て
、
調
整
徴
牧
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
首
同
暦
青
浦

蘇
志
巻
入
、
陸
樹
聾
の
上
棋
聖
減
糧
額
書
は
、
松
江
府
下
の
往
時
を

追
懐
し
て
次
の
よ
う
に
い
う
。

本
府
華
・
上
二
豚
、
奮
額
正
糧
九
十
三
高
徐
石
、
毎
歳
戸
部
劉
付
、
坐

汲
爾
京
各
街
門
銀
米
、
該
府
運
照
、
軽
重
加
耗
、
算
明
造
数
、
申
呈
撫
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肇
、
曾
計
覆
算
詑
、
愛
府
波
徴
、
査
自
嘉
靖
十
五
年
以
前
、
倶
根
上
加

耗
、
~
智
正
線
一
石
、
或
加
耗
四
斗
、
或
五
斗
六
斗
、
此
係
該
部
各
年
坐
源

不
一
、
放
加
耗
因
之
重
軽
、

こ
の
よ
う
な
不
定
・
多
種
そ
し
て
多
量
の
諸
税
糧
は
、
各
府
か
ら

管
下
の
州
・
鯨
へ
、

そ
の
原
額
米
高
(
賦
役
冊
所
載
の
秋
糧
徴
牧
率

を
基
準
に
し
た
秋
糧
正
米
総
徴
枚
量
)
に
も
と
ず
い
て
、
割
嘗
て
ら

れ
、
こ
こ
で
、
秋
糧
正
米
一
軍
位
に
封
す
る
耗
米
比
率
や
銀
・
布
の

准
米
比
率
が
確
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
比
率
を
も
と
に
、
各
納

糧
戸
は
、
自
己
の
「
所
有
」
(
傾
稽
)
の
回
片
の
持
つ
、
さ
ま
ざ
ま
な

徴
枚
率
に
よ
っ
て
、
白
米
や
槌
米
、
金
花
銀
や
白
銀
や
粗
細
布
の
折

銀
乃
至
現
物
を
、
そ
の
回
片
の
面
積
毎
に

正
耗
と
も
ど
も
納
入
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
因
み
に
、
嘉
靖
十
五
年
松
江
府
下
上
海
鯨
に

お
け
る
諸
比
率
を
、
高
暦
上
海
豚
志
・
轡
三
・
田
賦
に
よ
っ
て
見
れ

ば
こ
う
で
あ
る
。

嘉
靖
十
五
年
曾
計
、
本
豚
正
糧
毎
石
加
耗
米
五
斗
二
升
五
合
六
勺
八

撮
、
金
花
銀
毎
爾
迷
加
火
耗
解
拘
銀
一
・

一二
分
・
准
米
問
石
、
白
銀
毎
爾

准
米
二
石
一
斗
、
三
峻
布
毎
疋
償
虹
〔
銀
〕
共
銀
六
銭
八
分
、
閥
白
棉
布

毎
疋
償
紅
銀
共
銀
二
銭
八
分
・
准
米
五
斗
八
升
八
合
、
併
於
白
銀
内
徴
牧

(
な
お
、
白
銀
は
、
前
述
の
よ
う
に
耗
米
の
一
部
代
替
と
し
て
設
足
し
た

が
、
こ
こ
で
は
、
本
色
の
耗
米
と
は
別
衝
に
濁
立
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
准
米
率
は
、

あ
る
)
。

蘇
州
府
長
洲
燃
で
は
、

そ
の
頃
、

徳
商
二
石
三
斗
で

「
徴

一
」
の
方
法
と
は
、

い
わ
ば

以
上
の
よ
う
に
複
雑
化
し
た
不

安
定
な
徴
枚
物
品
の
質
と
量
に
関
す
る
規
定
を
改
革
し
た
次
の
よ
う

@
 

な
一
系
列
の
操
作
の
線
稽
で
あ
る
、
と
い
え
よ
う
。
ま
ず
、
毎
年
、
戸

部
か
ら
各
府
へ
坐
波
(
割
首
て
る
の
意
)
さ
れ
る
諸
税
糧
の
線
徴
牧

額
の
卒
均
的
な
数
値
を
一
躍
固
定
化
し
、
そ
れ
を
も
と
に
、

ま
な
徴
牧
物
品

さ
ま
さ

(
賞
際
は
多
く
さ
ま
ざ
ま
の
比
率
を
以
て
銀
・
各
種
の
米

で
徴
枚
さ
れ
て
お
り
、

一
部
で
は
現
物
が
残
存
し
て
い
た
)
を
、
全
部

no 
no 

旦
米
に
換
算
し
、
こ
れ
を
線
卒
米
額
(
量
)
若
干
石
と
す
る
。
こ
の
基

本
数
値
か
ら
、
あ
る
い
は

も
と
の
徴
牧
率
に
よ
っ
て
算
定
さ
れ
た

正
米
を
引
い
た
額
が
、
新
ら
し
い
概
念
で
耗
米
と
-
設
定
さ
れ
る
。
あ

る
い
は
、
こ
れ
か
ら
、
新
た
に
よ
り
簡
明
さ
れ
た
准
米
比
率
に
よ
る

折
銀
米
部
分
を
引
い
て
「
本
色
米
数
若
干
石
」
を
算
出
し
、
そ
の
折

銀
米
部
分
を
銀
で
換
算
し
て
「
折
色
銀
数
若
干
雨
」
を
算
出
す
る
こ

と
も
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
新
し
く
固
定
化
さ
れ
た
一
府
の
正

米
数
と
耗
米
数
、

そ
の
合
計
と
し
て
の
卒
米
敷
(
量
)
を
も
と
に
、

毎
畝
徴
牧
率
が

一
元
化
乃
至
二
元
化
さ
れ
て
い
る
府
下
の
各
牒
で

は
、
毎
畝
あ
た
り
卒
米
若
干
量
と
い
う
壷
一
徴
枚
が
可
能
と
な
り
、



一
元
化
一
一
万
至
二
元
化
以
前
の
府
下
の
各
蘇
で
は
ト
毎
畝
あ
た
り
耗
米

若
干
量
と
い
う
ふ
う
に
、
費
則
的
部
分
的
な
董
一
…
徴
牧
が
可
能
と
な

い
ず
れ
の
場
合
で
も
、
一
瞬
の
「
銀
・
米
」
数
に
躍
じ
て

卒
米
一
石
内
の
銀
若
干
雨
、
米
若
干
石
の
比
率
が
筒
軍
に
算
出
で
き

る
の
で
各
戸
の
納
入
綿
卒
米
教
の
内
部
で
も
、
銀
若
干
・
米
若
干
と

い
う
比
率
が
簡
軍
に
算
出
し
得
る
こ
と
に
な
る
。
と
く
に
徴
牧
率
が

二
万
化
乃
至
二
元
化
さ
れ
て
い
る
府
下
の
各
鯨
で
は
、
毎
畝
あ
た

り
、
銀
若
干
量
・
米
若
干
量
と
い
う
軍
純
明
快
な
徴
牧
H
納
入
が
可

能
と
な
る
。
所
謂
「
以
ニ
徴
一
-
定
ニ
其
則
こ
と
は
、
税
糧
毎
徴
収
軍

位
ハ
あ
る
い
は
石
、
あ
る
い
は
畝
〉
内
の
徴
牧
物
口
聞
の
質
と
量
と
を
一

つ
の
原
則
の
下
に
固
定
化
す
る
こ
と
、
と
解
揮
さ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

嘉
靖
一
六
年
(
一
五
三
七
)
三
月
、
前
年
十
一
月
に
着
任
し
た
臆

る
。
又
、

天
巡
撫
欧
陽
鐸
は
、
そ
の
管
下
で
あ
り
、
蘇
・
松
・
常
・
鎮
の
「
官

団
地
帯
」
を
包
括
す
る
南
直
隷
諸
府
鯨
の
長
官
を
集
め
て
曾
議
を
開

⑬
A
 

催
し
、

ζ

の
「
徴
一
」
の
基
本
原
則
を
決
定
し
た
‘
七
ヶ
月
後
、

ζ

⑮
B
 

の
原
則
は
一
書
と
し
て
上
梓
さ
れ
る
。
ζ

の
「
書
」
冊
は
、
「
徴
ご

に
必
要
な
、
税
糧
徴
枚
封
象
た
る
回
土
等
の
面
積
の
確
定
(
「
原
額
稽

「
事
故
除
虚
」
)
、

始
L 

各
地
目
別
の

(
田
部
分
に
つ
い
て
は
、
と
く
に
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耗
米
の
量
に
よ
る
三
段
階
別
が
付
加
さ
れ
る
)

税
糧
徴
牧
額
と
徴
牧
物
口
問

正
・
耗
部
分
か
ら
な
る
卒
米
の
徳
徴
蚊
・

額
と
そ
の
額
に
膳
じ
る
こ
大
徴
枚
物
品
卸
ち
本
色
米
・
折
色
銀
の
各

徴
牧
額
の
確
定
(
「
錦
線
正
賓
」
)
を
、
「
坐
振
起
運
」
「
運
徐
擾
存
」

「
存
徐
考
積
L

等
の
税
糧
運
輸
及
び
保
存
に
闘
す
る
諸
額
の
確
定
、

の
確
定
(
「
分
項
別
異
」
)
、

及
び
「
徴
一
」
の
原
則
の
確
定
(
「
徴
一
定
額
」
)
、

主
要
な
内
容
の
一
っ
と
し
て
い
る
。

と
と
も
に
そ
の

と
れ
に
各
際
各
府
ご
と
の
具
僅

「
経
賦
冊
」
乃
至

「
賦
役
冊
L

が
、
欧
陽
鐸
や
、
嘗
時
の
知
府
の
名
を
冠
せ
ら
れ
て
、

的
な
数
値
を
入
れ
た
態
用
普
及
版
、

す
な
わ
ち
、

各
地
方
志
に
記
録
さ
れ
て
い
る
の
は
、
き
わ
め
て
首
然
な
踊
結
で
あ

-67ー

る
。
岩
見
宏
氏
が
か
つ
て
概
論
さ
れ
た
「
徴
一
法
」
の
税
糧
に
闘
す

る
部
分
は
、

ζ

の
よ
う
に
、
濁
自
の
明
確
な
意
固
と
内
容
を
も
っ
た

も
の
と
し
て
改
め
て
評
債
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

な
お
「
徴
ご
が
税
糧
徴
枚
方
法
の
簡
明
化
を
志
向
し

且
て〉

そ
の
原
則
を
決
定
し
た
曾
議
が
「
湖
州
府
の
均
耗
乃
至
擁
耗
」
に
撃

ん
で
い
る
以
上
川
同
府
の
採
用
し
た

「
官
・
民
へ
の
税
糧
徴
牧
率

二
元
化
」
を
、
曾
議
に
参
加
し
た
各
府
が
施
行
し
た
と
し
て
も
不
思

議
は
な
い
。
'躍
天
府
下
江
浦
鯨
で
は
嘉
靖
一
六
年
、
欧
陽
鐸
の
主
宰

し
た
曾
議
の
結
果
と
し
て
、

官
・
民
二
則
化

(
H
一
一
元
化
〉

の
施

行
が
記
録
さ
れ
て
お
り
、
高
淳
豚
で
は
欧
陽
鐸
の
指
示
下
で
一
七
年
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に
、
深
陽
牒
で
は
、
欧
陽
鐸
と
知
麻
呂
光
淘
の
名
で
一
七
年
に

も
に
丈
量
と
同
時
に
同
じ
二
則
化
が
行
な
わ
れ
る
。
高
淳
鯨
志
に
よ

れ
ば
、
府
下
一
固
に
、
丈
量
と
二
則
化

が
行
な
わ
れ
て
い
る
と
い

⑬
 ぅ

。
後
述
の
よ
う
に
常
州
府
下
の
各
鯨
も
一
六
年
、
二
則
化
を
施
行

す
る
。
松
江
府
、
銀
江
府
で
は

「
徴
一
」
の
み
が
行
な
わ
れ
た

か
く
し
て
、
税
糧
徴
枚
封
象
と
し
て
の
国
土
毎
畝
の
負
措
が
一
一
一
冗

化
(
均
糧
を
併
用
し
た
蘇
州
府
で
は

一
元
化
)
さ
れ
る
と
、
第
二
の

税
糧
た
る
銀
納
部
分
揺
役
労
働
を
国
土
毎
畝
へ
、
二
元
乃
至
二
冗
的

縞
審
率
で
直
接
賦
課
し
得
る
傑
件
が
生
ま
れ
る。

「
賦
役
冊
」

が
、
各
役
労
働
部
門
に
つ
い
て
も
規
定
を
有
す
る
根
接

「
経
賦
冊
」
乃
至

が
ζ
ζ

に
あ
る
。

又
、
す
で
に
明
ら
か
な
よ
う
に
「
均
糧
」
に
よ
る
一
元
化
、
乃
至

か
か
る
二
元
化
を
も
含
め
て
、
徴
枚
率
の
簡
明
化
に
際
し
て
は
、

ば
し
ば
「
丈
量
」
、

税
糧
徴
牧
封
象
と
し
て
地
方
官
廓

す
な
わ
ち
、

の
帳
簿
に
登
録
さ
れ
た
土
地
の
種
類

・
面
積
・
原
定
徴
牧
率
の
再
調

査
に
よ
る
確
定

(
清
理
回
額
〉
、

が
先
行
し
た
。
後
述
(
下
〉
の
よ
う

に、

ζ

の
期
の
嘗
地
方
に
お
け
る
「
丈
量
」
の
提
起
は
、
「
均
糧
」
乃@

 

至
徴
牧
率
の
簡
明
化
を
必
ら
ず
し
も
意
圃
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た

「
均
糧
」
の
目
的
が
究
極
的
に
は
税
糧
徴
牧
額
の
維
持
に
あ
る

が

と

以
上
、
さ
ら
に

「
均
糧
」
に
よ

っ
て
二
冗
化
さ
れ
る
毎
畝
の
負
措
量

を
不
嘗
な
隠
匿
の
摘
費
に
よ

っ
て
少
し
で
も

引
き
下
げ
る
た
め
に

「
丈
量
」
の
併
用
が
玉
儀
・
欧
陽
鐸
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
た
。

もや
が
て
蘇
州
府
に
つ
づ
い
て
、
常
州
府

嘉
興
府

松
江
府
で
も

「
均
糧
」
と
同
時
に
「
丈

量
」
が
行
な
わ
れ
る

そ
し
て

こ
の

「
丈
量
」
の
施
行
は
、

「
均
糧
」
に
封
す
る

「
特
擢
的
土
地
所
有
」

の
抵
抗
の
際
さ
れ
た
理
由
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

3 

蘇
州
府
に
お
け
る
「
均
糧
」
と
「
徴
一
」
の
結
果

「丈
量
」
を
大
前
提
と
す
る
蘇
州
知
府
王
儀
の
税
糧
徴
牧
制
度
改

-68-

革
は
、
嘉
靖
一
五
年
(
一
五
三
六
)
年

彼
が
再
任
す
る
と
同
時

に
、
ま
ず
「
丈
量
」
か
ら
着
手
さ
れ
、

一
六
年
、

「
徴
ご
の
原
則

し

が
巡
燃
欧
陽
鐸
主
宰
下
の
曾
議
で
決
定
さ
れ
る
や
そ
れ
と
不
可
分
離

の
閥
係
を
も
っ
て
「
均
糧
」

H
「
擁
耗
」
も
共
に
立
案
さ
れ
、
嘉
靖

一
七
年
に
は

ほ
ぼ
完
成
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
高
暦
嘉
定
鯨

志
の
轡
首
・
凡
例
及
び
轡
五
・
回
賦
上
は

一
五
年
に
お
け
る
同
鯨

下
の
丈
量
の
開
始
を
記
録
し
、
嘉
靖
太
倉
州
志
・
轡
五
・
、戸
聞
は

「
斗
則
一
而
賦
卒
、
由
之
而
牽
耗
、
又
由
之
而
差
役
」
と
い
う
成
果

を
も
た
ら
し
た
、
「
石
江
欧
公
〔
欧
陽
鐸
〕
と
粛
蕎
王
公
〔
儀
〕
の

「
嘉
靖
一
七
年
五
月
に
至
っ
て
事
竣
っ
た
」

改
革
が
、

と
記
録
す



「
徴
ご
の
施
行
原
簿
た
る
「
経
賦
冊
」
が
奥
燃
で
は

嘉
靖
一
七
年
、
同
内
容
の
某
「
書
冊
」
が
呉
江
蘇
で
も
同
年
に
刊
定

さ
れ
て
お
り
、

る
。
更
に

「
丈
量
」
と
「
均
糧
」
の
原
則
確
定
を
内
容
と
す
る

「
操
耗
丈
量
団
地
冊
」
は
、
同
じ
く
一
七
年
に
呉
鯨
で
刊
定
さ
れ
た

と
、
諸
問
脚
志
ほ
-
記
録
し
て
い
る
。

、
以
上
の
二
つ
の
改
革
、

「
徴
一
」
化
と
に
よ
っ

て
、
蘇
州
府
下
各
鯨
に
お
け
る
税
糧
の
徴
牧
は
、
毎
回
一
畝
あ
た
り
・

の
、
董
一
化
さ
れ
、
固
定
化
さ
れ
た
米
・
銀
徴
枚
率
(
額
)
を
持
つ

「
均
糧
」

化

と

と
、
こ
つ
こ
。

よ4
F
2

f
し
チ
J

J

，
ナ
'
廿
寸
寸

J

「
均
糧
」
に
つ
い
て
い
え
ば
-
、
嘉
靖
一
七
年

「
該
肥
痔
相
等
回
」
部
分

に
つ
い
て
、
実
鯨
の
場
合
と
同
様
の
操
作
が
試
み
ら
れ
た
結
果
、
そ

迄
に
蘇
州
府
下
の
各
蘇
で
は
、
鯨
下
の
、

の
毎
畝
税
糧
徴
牧
率

(
H額
〉
は
、
ほ
ぼ
三
斗
蓋
前
後
の
一
則
乃
至

二
則
に
固
定
化

f
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

嘉
靖
二
一
年
(
一
五
四

二
〉
補
刊
さ
れ
た
正
徳
姑
蘇
志
・
轡
一
五
・
田
賦
・
税
糧
項
下
に
細

字
で
書
き
入
れ
ら
れ
た
割
註
は
、
ま
さ
に
今
次
の
「
離
耗
・
丈
量
ト

の
結
果
そ
示
し
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
。

「
呉
鯨
毎
畝
擁
徴
卒
米
三

斗
四
升
四
合
」
以
下
を

「
斗
」
車
位
で
再
録
す
る
と
、
長
洲
懸
三
・

七
五
斗
、
昆
山
鯨
三
・
三
五
斗
、
常
熟
蘇
高
郷
二
・
八
一
斗
、
低
郷

437' 

二
・
一
八
斗
、
呉
江
蘇
三

・
七
六
斗
、
嘉
定
席
三
斗
、
そ
の
鰍
薄
田

⑮
 

二
斗
、
太
倉
州
二
・
八
斗
と
な
る
。

「
徴
一
」
の
結
果
は
呉
江
蘇
の
記
録
が
端
的
に
示
し
て
い
る
。
す

な
わ
ち
嘉
靖
一
七
年
の
蘇
州
府
下
奥
江
蘇
に
お
け
る

「
均
糧
・
徴

ご
の
の
ち
、
九
年
を
経
た
同
二
六
年
に
死
ん
だ
同
懸
の
人
、
周
用

が、

ζ

の
改
革
の
直
後
に
語
保
に
よ
れ
ば
、
毎
畝
米
二
斗
・
銀
九

分
が
徴
牧
率
(
額
)
と
し
て
課
せ
ら
れ
て
い
る
。
銀
九
分
は
、
米
日

銀
新
換
算
率
で
は
米
一
斗
七
升
六
合
に
近
似
し
、

二
斗
と
加
算
し

て
三
斗
七
升
六
合
、
す
な
わ
ち
前
出
の
呉
江
蘇
の
基
準
徴
牧
率

(
H

額
〉
そ
の
ま
ま
で
あ
る
。

Q
d
 

no 

改
革
の
展
開

1 

湖
州
府
そ
の

7
ー
ー
展
開
の
起
貼
|
|

太
湖
周
遊
の
「
官
団
地
帯
」
に
お
い
七

「
均
糧

「
徴
一
」
と

概
括
し
う
る
改
革
は
ど
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
て

い
っ
た
か
。
そ
の
過

程
自
身
が
こ
の
改
革
の
も
つ
意
味
を
明
ら
か
託
す
る
で
あ
ろ
う
。

蘇
州
知
府
王
儀
は
、
今
次
の
改
革
に
闘
す
る
「
凡
て
の
奏
議
・
書

呈
・
間
務
の
上
下
よ
り
得
る
者
若
干
言
」
を
一
冊
の

「
清
理
回
糧

録
」
に
ま
と
め
た
序
文
(
康
照
蘇
州
府
志
・
省
二
三
・
回
賦
所
収
「
蘇
州

府
消
理
田
糧
録
序
。
前
同
暦
昆
山
鯨
士
山
・
省
入
・
遺
文
に
も
嘉
靖
十
九
年
の
日
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付
で
同
内
容
の
も
の
が
枚
録
さ
れ
て
い
る
)
で

「
儀
再
守
蘇
郡
之
三
年
、
畳
間
接
耗
之
議
以
行
、
'
・
:
:
旦
夫
畳
間
之

議
、
大
臣
疏
子
朝
而
得
請
、
牽
援
之
法
、
隣
守
試
子
湖
而
有
徴
、
選
而
摩

之
、
亦
何
難
哉
」

と
述
べ
る
。

正
徳
一
四
年
(
一
五
一
九
〉
府
下
烏
程
牒
の
根
・
塘
・
星
・
老
た

る
王
元
等
の
連
名
に
よ
る
呈
文
を
受
け
た
湖
州
知
府
劉
天
和
の
申
文

に
も
と
ず
き
、
都
察
院
右
余
都
御
史
・
巡
現
漸
江
の
任
に
あ
っ
た
許

庭
光
は
、
同
府
下
の
官
民
田
・
地
・
山
・

蕩
を
、
先
年
知
府
で
あ
っ

た
趨
登
の
申
請
し
た
方
に
倣
い
、

ム億
」
る
よ
う
に
、
戸
部
を
し
て
討
議
せ
ら
れ
た
し
、

と
い
う
要
望
を

⑬
 

最
初
の
部
分
に
含
ん
で
上
奏
す
る。

ζ

の
、
田
・
地
・

山
・

務
各
々

「
各
の
お
の
均
し
く
し
て

一
則
と

の
一
則
化
H
税
糧
徴
牧
率

一
元
化
が
湖
州
府
で
貫
現
す
る
の
は
、
後

述
の
よ
う
に
約
二
O
年
後
、
嘉
靖
二

O
年

(

一
五
四
一
)

知
府
張

鐸
の
提
案
を
契
機
と
し
て
で
あ
る
が

」
こ
に
意
圃
さ
れ
た
「

則
」
化
は
、

十
六
世
紀
に
お
け
る
太
湖
周
遊
「
官
田
地
帯
」
に
お
け

る
改
革
を
最
初
に
提
起
し
た
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

上
奏
は
、
現
買
の
問
題
貼
を
ζ
う
認
識
す
る
。

該
府
秋
糧
問
則
、
果
有
四
千
四
百
四
十
七
則
、
仰
惟
祖
宗
立
国
之
初
、

所
以
分
回
授
民
、
図
土
定
賦
、
民
高
世
生
草
食
之
計
者
、
其
法
令
巌
明
、
規

制
弘
遠
、
至
今
猫
可
想
見
也
、
近
年
以
来
、
民
僑
日
滋
、
奮
法
建
媛
、
富

者
団
連
肝
陪
而
貧
併
之
心
未
献
、
貧
者
地
無
錘
劉
而
徴
科
之
逼
縛
甚
、
故

逃
亡
漸
衆
、
訟
獄
繁
興
、
園
賦
附
倍
、
岡
籍
俊
樹
乱
、
而
小
民
之
受
音
、
殆

有
不
可
時
間
言
者
突
、
孔
子
目
、
不
思
寡
而
患
不
均
、
今
湖
州
之
民
所
患

者
、
建
但
不
均
而
己
、
難
貧
之
板
、
相
乗
亡
恥
、
有
延
性
命
、
無
所
不

至
、
如
蒙
伏
念
湖
州
係
財
賦
所
出
重
大
地
方
、
乞
勅
該
部
計
議
・
・・・

⑮
 

複
雑
多
岐
に
わ
た
る
税
糧
徴
牧
率
の
存
在
を
媒
介
と
す
る

ー-，

民

僑
日
に
滋
し
、
警
法
襲
う
や
く
鹿
す
」
と
い
う
吠
況
、
激
化
す
る
農

民
層
の
「
片
面
的
」
(
所
謂
「
雨
極
」

で
は
な
く
て
上
昇
縛
化
部
分
の
な
い
)

- 70ー

分
解
、
そ
の
中
で
税
糧
徴
枚
が
危
機
に
瀕
し
て
い
く
現
吠
等
々
を

私
た
ち
は
、
抽
象
的
な
漢
文
表
現
の
中
に
も
、
感
得
す
る
乙
と
が
で

き
る
。
す
な
わ
ち
、
徴
枚
率
の
多
元
化
は

一
つ

に
は
乙
こ
に
暗
示

さ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
官
因
・
民
団
の
徴
枚
率
の
相
異
に
も
っ
と
も

端
的
に
み
ら
れ
る
税
糧
負
携
の
不
均
等
そ
の
も
の
と
し
て
結
果
す

る
。
地
・
山
・
蕩
・
灘
等
を
除
く
田
土
部
分
の
二
四
・
二
六
%
~ 

吋ご

れ
ら
の
部
分
を
含
め
た
全
税
糧
徴
牧
封
象
地
の
二
七

・
二
四
%
と
い

つ
湖
州
府
宮
田
の
比
率
は

「
官
田
地
帯
」
と
い
い
得
る
だ
け
の
高

さ
を
も
っ
て
い
る
が
、
全
府
の
五
O
%
以
上
が
官
固
化
し
て
い
る
蘇

・
松
一一
府
と
比
較
す
る
時
に
は
、
相
封
的
民
低
く
、
従
っ
て
高
率

H



重
額
部
分
と
、
民
田
を
主
瞳
と
す
る
低
率
H
軽
額
部
分
と
の
封
比
及

び
負
掘
の
不
均
等
は
、
よ
り
尖
鋭
に
意
識
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ

る
。
(
因
み
に
こ
の
よ
う
な
事
情
は
嘉
輿
府
の
も
の
で
も
あ
っ
た
。
)

@
 

別
の
上
奏
で
述
べ
る
と
こ
ろ

知
府
劉
天
和
が
、

は
、
と
の
貼
を
確
認
さ
せ
る
。

(
嘉
靖
湖
州
府
志
・
倉
一
・
郡
紀
・
正
徳
一
五
年
知
府
劉
天
和
請
均
滋
京

庫
折
銀
〉

翌
正
徳
一
五
年
、

「
本
郡
積
年
遁
負
、
数
累
億
詩
、
至
煩
部
使
督
催
、
経
年
累
月
、
猫
不

能
償
、
其
間
然
於
姪
格
、
演
子
園
圏
、
自
投
於
溝
筆
者
、
不
可
勝
数
、
追

呼
愁
苦
之
聾
盈
目
、
出
削
之
諸
郡
言
通
負
者
、
莫
如

〔府
下
〕
烏
緩
蹄
安
等

東
七
千
西
八
千
等
坪
、
国
土
荒
蕪
調
室
、
:
:
:
夫
以
湖
郡
索
穏
富
庶
、
而

其
弊
至
此
、
臣
嘗
博
采
民
情
、
週
稽
案
師
刷
、
而
知
其
故
、
回
線
税
之
繁
重

爾
、
何
以
言
之
、
一
府
正
綬
四
十
六
蔦
徐
石
、
蓋
居
十
之
六
失
、
民
地
図

利
不
殊
、
而
官
田
租
税
倍
鉱
山
、
以
故
多
荒
蕪
包
賠
之
累
、
重
以
〔
府
下
〕

孝
堕
〔
蘇
〕
大
盗
甫
除
、
習
俗
未
改
、
獄
案
繁
興
、
公
私
倶
園
、
漸
之
諸

郡
言
多
事
者
莫
先
着
、

第
二
に
¥
徴
攻
率
の
多
元
化
に
よ
る
挽
糧
負
搭
の
不
均
等
を
カ
ヴ

@
 

ア
ー
す
る
た
め
に
こ
そ
、
耗
米
・
折
銀
な
ど
の
分
配
が
、
さ
ら
に
は

雑
役
勢
働
の
賦
課
が
調
節
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
多
元
化
し

439 

た
徴
牧
率
自
憧
が
す
で
に
そ
れ
ら
の
分
配
・
調
節
の
作
業
を
困
難
に

し
一、
又
か
か
る
複
雑
化
し
た
作
業
の
過
程
の
存
在
こ
そ
、
前
引
常
州

府
知
府
慮
績
の
護
言
も
ふ
れ
、
後
述
も
す
る
よ
う
に
、
徴
枚
機
構
に

集
喰
う
膏
吏
唐
を
媒
介
と
す
る
不
正
行
震
を
常
に
誘
聾
す
る
。
さ
ら

に
、
所
有
閥
係
の
移
動
が
累
積
し
、

安
債
な
官
田
を
高
く
買
る
た

め
、
「
以
官
(
田
徴
牧
率
)
矯
民
(
田
徴
枚
率
)
」
と
い
う
や
り
く
り

が
頻
繁
化
す
れ
ば
す
る
ほ
ど

「
分
配
・
調
節
」
も
困
難
に
な
る
で

あ
ろ
う
。

先
述
し
た
「

一
則
」
化
の
奏
請
は
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め

に
こ
そ
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
許
庭
光
は
、
す
ぐ
茨
の

提
案
を
用
意
す
る
。
も
し
、
停
統
的
な
徴
牧
牽
帳
を
一
一
撃
に
書
き
か

-71一

(
「
如
果
版
籍
己
定

難
以
更

え
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
な
ら

改
」
)
、
翌
正
徳
一
五
年
の
戸
部
曾
計
に
よ
っ
て
各
府
に
税
糧
を
割
り

嘗
て
る
際
に
は
、
夏
税
と
秋
根
正
米
の
徴
収
率
を
、
黄
冊
の
記
載
通

り
に
固
定
し
て
置
き
(
「
一
依
黄
冊
不
動
外
」
〉
、
黄
冊
に
は
載
せ
ら

れ
ず
、
別
の
帳
簿
に
よ
っ
て
慣
例
的
に
徴
牧
さ
れ
て
い
る
耗
米
を
、
官

民
団
の
正
米
の
徴
枚
率
の
軽
重
に
麿
じ
て
加
減
分
渡
し
、
す
べ
で
の

毎
畝
徴
政
率
が
「
買
米
」
三
斗
に
な
る
よ
う
に
し
た
い
と
。
ま
ず
府

全
瞳
の
「
正
根
」
四
六
九
一
一
九
石
六
斗
三
升
に
、

「
耗
根
」
一
一
七

八
八
四
一
石
八
斗
五
升
七
合
一
勺
を
加
え
る
。
そ
れ
に
、
従
来
重
額

部
分
の
正
耗
根
に
毎
雨
四
石
の
割
合
で
割
り
嘗
て
ら
れ
て
い
た
京
庫
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〔
金
花
〕
折
銀
(
米
に
換
算
し
て
石
軍
位
に
す
る
と
)

一
四
一
八
三

三
石

・
(
毎
雨
二
石
に
切
り
下
げ
換
算
し
な
お
し
て
)
七

O
九
二
ハ
石

五
斗
を

さ
ら
に
加
え
て
、
合
計
八
一
八
八
七
七
石
八
升
七
合
一
勺

と
す
る
。
ζ

れ
を
、
原
額
の
地
山
蕩
を
除
い
た
、
官
民
田
二
七
二
九

/， 

頃

一
畝
六
分
コ
一
厘
九
一
暑
で
割
る
。
こ
の
結
果
と
し
て
毎
畝
「
貫

米
」
三
斗
、
或
は
折
銀
一
銭
五
分
と
い
う
数
値
を
得
、

こ
れ
を
基
準

と
し
て

一
斗
上
下
、

四
斗
、
六
斗
以
上
と
い
う
い

二
斗
、
三
斗
、

く
つ
か
の
正
米
徴
収
率
を
基
準
と
す
る
段
階
ご
と
に
次
の
よ
う
な
操

作
を
行
な
う

c

「
若
正
米
数
少
則
倶
徴
本
色
而
耗
米
遁
培
、
正
米
数

多
則
量
波
折
銀
市
耗
米
逓
減

銀
不
足
則
加
之
以
米
、
米
不
足
則
補

之
以
銀
」
。

目
的
と
す
る
所
は

「務
め
て
通
融
損
益
し
、

襲
府
毎

と
い
う
所
に
あ
る
。

そ
し

回
一
畝
貫
米
三
斗
之
数
を
失
な
わ
ず
」

て
、
「
波
耗
小
冊
を
撹
造
し
て
官
に
在
ら
し
め
、
永
く
遵
守
を
な

さ
ん
、
此
く
の
如
く
す
れ
ば
正
糠
既
に
奮
籍
有
り
、
耗
粧
又
成
規
有

り
、
官
府
は
毎
年
算
娠
の
努
を
省
き
‘
小
民
は
一
定
徴
納
之
数
を
知

り
、
科
賦
均
卒
し
、
姦
弊
扉
息
せ
ん
云
々
」
と
、
許
庭
光
の
上
奏
は

結
し
か
し
、
右
の
第
二
の
提
案
も
、
そ
の
ま
ま
で
は
戸
部
の
承
認
を

得
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
府
下
の
地
方
志
は
、
こ
の
上
奏
の

翌
年
、

正
徳
十
五
年
(
一
五
二

O
〉、

と
の
時
期
の
改
革
の
貰
質
的

企
重
立
案
者
と
目
さ
れ
る
知
府
劉
天
和
が
、
そ
の
「
官
回
一
則
・
民

回

一
則

起

科

」

と

い

う

秋

耀

部

分

に

閲

す

る

「
官
民
田
軽
重
則
例
を
均
省
し
て
二
と
魚
し
、
軽
き
者
は
線
ベ
て
一

@
 

則
と
箆
し
、
重
き
者
は
総
べ
て

一
則
と
矯
す
」
と
い
う
過
渡
的
方
法

「議
を
准
さ
」
れ
、

を
施
行
し
た
こ
と
を
侍
え
る
。
同
府
下
一
-
長
輿
鯨
志
・
轡
六
・
田
賦

「
山
高
地
阜
、
田
多
沙
痩
」

に
よ
る
と
、
首
鯨
下
計
十
二
匝
か
ら

な
る
「
方
謝
二
一
鼠
」
の
「
沙
痩
官
民
団
」
部
分
を
除
く
「
尚
呉
等
十

直
弁
方
謝
二
百
四
」
の
「
卒
坦
」
部
分
の
軽
重
各
一
則
化
は
こ
う
で
あ

-72一

る
「
卒
坦
官
田
・
灘
」
二
九
則
中
、

八
斗
J
五
・
五
三
斗
に
至
る
八
則

}土

正
米
額
に
膳
じ
て
折
銀
を
割
り
嘗
て
耗
米
を
徴
収
し
な
い
。

(
「
不
起
耗
」
)
G

残
り
の
大
部
分
四
斗
J
-
・
一
五
斗
の
一
二
則
は
、

「
毎
歳
本
色
粧
米
・
折
色
卒
銀
、

と
庭
置
さ
れ

遇
融
一
則
均
源
」

る
。
ま
た
、

「
卒
坦
民
団
」

の
九
則
は

「
毎
歳
本
色
白
米
・
縄
米

-
折
色
卒
銀
、
通
融

一
則
均
波
」
と
慮
置
さ
れ
る
。

「
不
起
耗
」
と

限
定
の
な
い
大
部
分
の

「
卒
坦
官
民
団
」
が
も
つ
べ
き

「
耗
米
」

は
、
許
庭
光
の
上
奏
に
示
さ
れ
た
よ
う
に

「
正
米
」
、
「
折
色
銀
」

(
米
換
算
〉
と
合
算
さ
れ
、
怨
畝
徴
牧
率
を
、
官
、
民
各
々
に
つ
い



て
二
冗
化
す
る
操
作
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
方
法
が
、
府
下
の
全
鯨
に
つ
い
て
採
用
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。
-
こ
の
よ
う
に
、
湖
州
府
下
で
は
、
停
統
的
な
「
版
籍
」
に
載
せ

ら
れ
た

「
官
回
」
・
「
民
田
」
の
匝
別
を
、
賓
際
の
税
糧
徴
牧
に
あ

と
い
う
安
協
が
策
さ
れ
、
前
年
の
許
庭
光
上
奏

た
っ
て
も
留
め
る
、

が
提
起
し
た
、
耗
米
と
銀
と
に
よ
る
調
節
の
方
法
の
み
が
適
用
さ
れ

て
、
徴
収
率
の
、
い
わ
ば
官
民
二
元
化
に
落
ち
着
い
た
。
官
回
の
場

合
に
は
、
「
本
色
精
米
」
と
「
折
色
卒
銀
」
と
を
、
民
団
の
場
合
に

「
本
色
白
米

・
槌
米
」
と
「
折
色
卒
銀
」
と
を
、

lま

「
一
則
に
通

(H
二
克
化
さ

融
し
て
均
波
」
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
「
一
則
」

れ
だ
徴
枚
率
)
内
部
に
お
い
て
、
米
若
干

・
銀
若
干
と
、
徴
牧
物
品

の
量
の
固
定
化
、
す
な
わ
ち

「
徴
ご

の
原
則
の
一
面
も
賞
然
採
用

さ
れ
て
い
た
と
し
て
誤
り
な
い
。

く
す
る
目
的
か
ら
、
民
団
に
は
、
負
措
の
重
い
本
色

「
白
米
」

が
課

た
だ
、
貰
質
的
に
徴
牧
率
を
均
し

せ
ら
れ
て
お
り
、
徴
枚
物
品
の
質
と
量
の
固
定
化
と
い
う
「
徴
ご

の
原
則
も
、
官
民
二
元
化
に
留
め
ら
れ
て
い
る
。
と
も
あ
れ
、

糧
」
・
「
徴
一
L

そ
の
も
の
は
貫
現
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
そ
の
基
本

'的
方
向
と
具
盤
的
方
法
が
、
太
湖
周
迭
の
官
田
地
帯
に
お
い
て
、
最

川
町
初
に
定
例
化
さ
れ
た
意
義
は
大
き
く
、
官
田
制
度
の
矛
盾
を
契
機
と

す
る
税
糧
徴
牧
の
困
難
を
共
に
し
て
い
た
こ
の
地
帯
の
各
府
は
、
以

後
、
衣
々
と
「
均
糧
」
・
「
徴
ご
の
改
革
を
行
な
っ
て
い
く
。

た
だ
、
私
た
ち
は
、
正
徳
二
一
年
(
一
五
一
七
)
知
府
と
し
て
着

任
し
た
ば
か
り
の
劉
天
和
や
、
一
四
年
(
一
五
一
九
〉
、
御
史
の
衡

を
帯
し
て
、
漸
江
巡
聞
の
た
め
に
到
任
し
た
許
庭
光
が
、
現
貫
を
い

か
に
鋭
ど
く
認
識
し
た
に
し
ろ
、
そ
れ
に
封
廃
す
る
方
法
が
、
か
く

速
や
か
に
生
み
出
さ
れ
る
に
至
っ
た
事
買
に
封
し
て
、
改
革
そ
の
も

の
の
内
容
に
目
を
奪
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
疑
問
を
抱
か
ね
ば
な
ら
な

い
。
す
な
わ
ち
、
官
田
韓
制
が
最
初
の
危
機
に
さ
し
か
か
る
宣
徳
期

か
ら
衣
の
正
統
期
へ
か
け
て
の
深
刻
な
経
験
以
来
、
試
行
錯
誤
的
に

つ
み
か
さ
ね
ら
れ
て
来
た
在
地
の
徴
牧
技
術
の
停
統
、
そ
の
停
統
を
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身
に
つ
け
た
郷
村
に
お
け
る
徴
牧
各
役
努
働
の
負
揖
層
の
提
言
、
今

次
の
改
革
直
前
に
、
府
下
孝
豊
蘇
に
費
生
し
た
人
民
の
叛
凱
等
々
が
、

@
 

劉
や
許
に
輿
え
た
影
響
を
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

の
意
味
で
註
⑧
は
重
要
で
あ
る
)

ー寸

均

常

府

2 

州

嘉
靖
十
六
年
(
一
五
三
七
)
、
南
直
隷
巡
撫
欧
陽
鐸
の
招
集
し
た

管
下
各
知
府
，の
曾
議
で
、
「
徴
一
」

の
原
則
が
決
定
さ
れ
る
過
程
に

お
い
て
、
湖
州
府
で
す
で
に
採
用
さ
れ
て
い
た
、
「
耗
米
」
と
「
銀
」
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の
操
作
に
よ
る
徴
枚
方
法
の
簡
明
化
が
、
大
き
な
示
唆
を
興
え
た
こ

と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
湖
州
府
で
「
均
糧
」
の
よ
り
強
い
要
請
が

生
み
出
し
た
こ
の
方
法
は
、
南
直
隷
に
お
け
る
「
徴
一
」
の
よ
り
強

い
要
請
に
も
護
展
的
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

同
年、

知
府
謄
槙

太
湖
北
岸
に
位
置
す
る
常
州
府
に
お
い
て

は
、
南
岸
「
湖
州
府
均
耗
の
事
例
に
照
ら
し

申
し
て
本
院

撫
'-.J 

「
根
(
税
糧
)
を
験
し
て
均

〔
の
批
文
〕
を
蒙
む
っ
た
」
上
、

機
(
均
し
く
な
ら
し
に
〉
す
る
」
と
い
う
内
容
を
持

A

つ
「
併
徴

・
均

則
法
」
を
施
行
す
る
が
、

こ
れ
は
、
完
備
し
た
「
徴

一」

と
湖
州
府

の
官
民
二
則
化
と
の
結
合
に
よ
る
税
糧
徴
牧
制
度
の
改
革
に
外
な
ら

@
 

な
し

通
算
所
属
各
蘇
秋
殺
夏
褒
賞
在
之
数
・
随
線
合
用
耗
脚
、
併
作
一
次
曾

計
、
共
該
本
色
米
若
干

・
折
色
銀
若
干
、
其
白
細
精
綬
・
次
等
白
綬
槌

柏
個
、
頭
緒
雄
多
、
然
准
米
科
帖
娘
、
比
白
調
之
本
色
、
其
金
花
・
白
銀

・
宮

布
、
名
色
維
呉
、
然
計
銀
拘
波
、
均
調
之
折
色
、
撮
煩
就
筒
、
分
篤

二

項
、
毎
椴
〔
H
一
今
米
〕
一
石
、
験
仮
本
色
米
若
干
・
折
色
銀
若
干

@
 

「
徴
一
」
の
典
型
的
原
別
で
あ
る。

ζ

の
部
分
は
、

叉
各
属
〔
燃
〕
回
有
多
寡
、
則
有
軽
重
、
欲
将
ム
口
用
耗
脚
、
締
本
府
所

属
官
民
団
・
地
・
山

・
灘

・
塘
・
蕩
等
項
、
除
貌
国
公
徐
義
圧
井
衝
成
澗

'" 巡

盤
団
地
〔
な
ど
の
特
殊
な
場
合
は
〕
、
止
徴
原
額
米
安
、
倶
菟
加
耗
外
、

其
各
嵐
官
民
田
地
若
干
、
原
額
米
市
女
各
若
干
、
合
用
不
等
脚
耗
若
干
、
各

随
多
寡
加
減
、
分
篤
官
民
二
則
、
山

・
灘

・
塘
・
蕩

・
掩
・
好
・
媛
、
正

耗
男
篤
一
則
、
若
正
米
数
多
而
耗
米
逓
減
、
若
正
米
数
少
而
耗
米
遮
加
、

如
某
豚
官
田
地
若
干
、
正
米
若
干
、
小
委
若
干
、
耗
米
若
干
、
不
論
則

数
、
毎
畝
均
科
卒
米
若
干
、
民
田
地
若
干
.
正
米
若
干
、
小
委
若
干
、
耗

米
若
干
、
不
論
則
数
、
毎
畝
均
科
卒
米
若
干
、
官
・
民

・
山
・
灘
・
塘
・

蕩
等
項
若
干
、
正
米
若
干
、
耗
米
若
干
、
不
論
則
数
、
毎
畝
均
科
卒
米
若

干
、
通
融
損
益

こ
の
部
分
は
、
湖
州
府
で
現
貫
化
し
た
正
徳

一
五
年
の
改
革
に
ま

税
糧
徴
収
率
の

二
元
化
で
あ
る
。

「
徴
ご
が
徹
底
的
に
行
な
わ
れ
て
夏
秋
雨
税
下
の
諸
徴
牧
物
品
が

さ
に
「
比
照
」
し
た
、

『

-
2
】

J
J
J
I
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卒
米
換
算
で
完
全
に
銀

・
米
に
統
一
さ
れ
て
い

る
だ
け
に
、

買
際
の

税
糧
徴
枚
は
、
湖
州
府
よ
り
も
は
る
か
に
軍
純
化
さ
れ
て
い
た
で
あ

ろ
う
。
な
お
、
こ
の
改
革
に
お
け
る
「
均
糧
」
に
期
待
さ
れ
た
成
果

「
原
額
失
な
わ
れ
ず
、
均
離
定
め
有
り
、
均
し
け
れ
ば
則
ち
濁

カ2累
之
苦
無
く
、
簡
な
れ
ば
則
ち
小
民
欺
蔽
之
私
無
け
ん
」
と
、
許
庭

光
上
奏
の
そ
れ
と
甑
を
一
に
し
、
あ
く
ま
で

「
原
額
」
を
維
持
し

てコ

ペコ

そ
の
枠
内
で
の
徴
牧
率
簡
明
化
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も

な
し、残

さ
れ
た
課
題
、
徴
牧
率
一
元
化
は
、
嘉
精
一
八
年
(
一
五
三
九
)



目府
下
靖
江
牒
で
、
同
三
三
年
(
一
五
五
四
)
無
錫
廓
で
、
同
年
か
ら

嘉
靖
四
一
年
(
一
五
六
二
)

の
聞
の
某
年
江
陰
豚
で
、

三
五
六
一
二
)
宜
輿
鯨
で
、
隆
康
二
隼
ハ
一
五
六
六
〉
武
進
鯨
で

@
 

と
、
徐
々
に
各
鯨
ご
と
に
施
行
さ
れ
る
。
高
層
一
六
年
(
一
五
八

八
)
、
知
府
謹
穫
が
同
府
の
税
糧
徴
枚
則
例
の
沿
革
を
概
括
し
つ
つ
、

「
嘉
靖
末
、
則
ち
官
民
田
を
以
て
併
わ
せ
て
之
を
言
い
復
た
差
別
す

る
無
し
、、
而
う
し
て
止
だ
、
卒
坦
・
極
低
・
極
高
の
み
、
則
を
分
つ

@
 

て
波
徴
ーす
」
と
い
う
よ
う
に
、

ζ

の
過
程
で
は
、
墜
倒
的
大
部
分
を

同
四
二
年

「
極
高
・
極

占
め
る
「
卒
坦
回
」
の
徴
収
率
が
ま
ず
二
冗
化
さ
れ
、

低
」
の
特
殊
な
地
帯
に
は
、
又
別
箇
の
徴
牧
率
が
設
定
さ
れ
た
。
隆

@
 

慶
二
年
の
武
進
鯨
に
お
け
る
一
則
化
を
批
判
し
て
、
嘗
蘇
志
に
、
ぺ
近

ご
ろ
卒
沙
高
低
、
或
い
は
三
則
、
或
い
は
六
則
な
り
」
と
、
暗
に
官
民

二
則
嘗
時
よ
り
徴
牧
率
が
複
雑
化
し
た
か
の
如
く
読
く
官
民
一
則
反

封
論
者
唐
鶴
徴
の
量
一
言
に
、
私
た
ち
は
惑
わ
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

府
下
の
三
割
強
を
官
回
と
指
定
さ
れ
て
お
り
、

な
お

隣
府
常
州

府
(
約

一
割
五
分
が
官
回
で
あ
る
〉
よ
り
も
む
し
ろ
「
不
均
」
の
矛

443 

盾
を
強
く
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
鎮
江
府
で
は
、
嘉
靖
二
ハ
年

(
一
五
三
七
)
、
「
徴
一
」
の
み
が
行
な
わ
れ
、
寓
暦
三
年
(
一
五

七
五
)
、
巡
撫
宋
儀
望
の
指
示
に
よ
り
、
「
襲
郡
田
土
を
将
、て、

止
だ
畝
数
に
照
ら
し
て
定
め
て
一
則
と
矯
す
」
、

@
 

い
う
「
均
糧
」
が
、
行
わ
れ
る
に
至
っ
た
。

民
を
論
ぜ
、
ず
、

と

3 

府

湖

そ
の

チli

「
均
糧
」

「
徴
ご
を
ご
つ
の
基
本
軸
と
す
る
、
十
六
世
紀
太
湖

周
透
「
官
田
地
帯
」
の
税
糧
徴
股
制
度
の
改
革
は
、
湖
州
に
お
け
る

正
徳
末
年
の
改
革
の
最
終
的
に
志
向
し
て
い
た
完
全
な

「
均
糧
」

を
、
同
じ
く
湖
州
に
お
け
る
正
徳
末
の
改
革
が
萌
芽
的
に
内
包
し
て

い
た
「
徴
ご
が
南
直
隷
地
域
に
お
け
る
統
一
的
施
行
と
い
う
傑
件

の
下
に

は
じ
め
て
現
貰
化
し
た
あ
の
蘇
州
知
府
王
儀
に
よ
っ
て

，.-75 -

最
も
整
備
じ
た
、
徹
底
し
た
内
容
を
興
え
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
嘉
靖

一
七
年
に
完
成
す
る
王
儀
の
「
徴
ご
を
併
用
し
た
ζ

の
「
均
糧
」

は
、
こ
の
地
帯
に
お
け
る
新
ら
し
い
税
糧
徴
牧
制
度
の
典
型
と
み
な

嘉
靖
期
の
湖
州
府
に
お
け
る
第
二
の
改
革

さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

トま

こ
の
王
儀
の
方
法
を
逆
輸
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
企
重
さ
れ

す
な
わ
ち
嘉
靖
二

O
年

(

一
五
四
一
〉
、
湖
州
知
府
張
鐸
は
、

-p-。
争上ド首

府
の

「
税
耗
を
均
離
し
、@

 

し
」
と
い
う
主
旨
の
上
奏
の
中
で
、
最
初
に
、
彼
の
採
用
し
よ
う
と

官
民
二
則
を
均
し
く
一
則
と
矯
す
可

す
る
具
程
的
方
法
が
、
布
政
司
経
由
の
巡
按
街
江
監
察
御
史
の
指
示

官

に
も
と
ず
き
蘇
州
府
に
通
知
し
て
受
け
と
っ
た
「
均
卒
回
糧
事
例
縁



川
町
由
並
び
に
刻
印
清
理
回
糧
書
附
一
部
」
を
参
考
し
、
そ
の
基
本
原
則

を
適
用
し
た
も
の
で
あ
る
、
と
述
へ
、

「
彼
廃
」
蘇
州
府
に
お
け
る

改
革
を
要
約
し
て
い

る
の
で
あ
る

彼
の
解
決
せ
ん
と
す
る
課
題

l立

「
二
十
年
来
、
較
然
頗
使
」
で
あ

っ
た
劉
天
和
以
来
の
官
民

見IJ
を

さ
ら
に
一
則
化
す
る
こ
と
で
あ
り

明
確
化
さ
れ
た

ご

の

原
則
を
導
入
し
て
、
秋
糧
部
分
の
み
な
ら
ず
、
夏
税
を
も
併

合
し
て
税
糧
の
諸
項
目
を
一

則
化
す
る
こ
と
で
あ
り
、
二
高
七
千
頃

徐
の
「
田
」
部
分
の

み
で
な
く
、

も
、
各
々

一
則
化
す
る
乙
と
で
あ
っ
た

ψ

彼
に
よ
れ
ば
、
在
地
の
税

「地

・
山
・

務
」
部
分
の
税
糧
を

糧
徴
枚
に
闘
す
る
篠
役
労
働

の
負
鎗
者
暦
の
意
見
「
民
間
私
議
」

も
、
「
節
嬢
烏
程
将
棋

・
塘

・
塁
・
老
郁
鉱
等
呈
、
要
不
分
論

官

民、

毎
回

一
則、

徳
地

一
則
、
毎
山

一
則
、
毎
務

一
則
、
均
滋
根
税

-
均
篠

・
里
甲
等
項
」
と
、
「
約
せ
ず
し
て
同
じ
」

と
い

-つ
こ
と
で

あ
る
&
張
鍔
の
申
文
は
、
「
秋
糧
」

及
び
そ
れ
と
帯
徴
さ
れ
る
「
閤

糧
」
等
項
の
、
「
本
色
白

・
槌
正

・
耗
卒
米
」
と
「
折
色
卒
銀
」
、
「
夏

の 税
L 

「

-~ の
膳る「
歳正
排耗
」赫
と」

を及
び

「婆」

と
、「
馬
草

・
騨
遁
馬
根
銀
」
と

「各
州
牒
回

・
地

・
山
・

蕩
」

上
に
お
い

て

「
官
民
を
分
た
ず
、

〔
計
算
に
不
便
な
い
く
つ

均
概
汲
徴
し
、

か
の
項
目

た
と
え
ば
長
輿
蘇
の
牛
租
な
ど
は
、
徐
米

・
徐
紙
の
剰

徐
枚
入
の
中
で
〕
包
補
す
る
」
こ
と
を
夢
請
す
る
。

一
府
の
大
勢
を

判
断
し
、
府
下
各
牒
の
徴
牧
量
の
均
衡
を
と
る
べ
く
、
ま
ず

「
通
行

し
て
一
府
の
総
数
が
等
合
し
さ
れ
る
が
、
結
局
は
各
州
・

鯨
が
徴
枚

率
算
定
の
車
位
と
な
る
の
で
、

「
各
州
牒
は
又
各
自
に
委
曲
通
融
概

ー，
徴

波
し

一
州
自
ず
か
ら
一

則
と
箆
し、

六
牒
各
の
お
の
一

則
と
局
さ

ん
」
と
い
う
混
置
も
同
時
に
要
請
さ
れ
る
。
最
終
的
に
は
、
各
州
鯨

ご
と
に

「
毎
回
一
畝

・
該
根

〔
本
色
米
〕
若
干

・
該
折
銀
若
干

・

該
総
若
干
、

毎
地

一
畝
同
右
、
毎
山

一
畝
同
右
、
毎
蕩

一
畝
同
右
」

と
い
う
よ
う
に
、
徴
枚
率
の

一
本
化
と
徴
牧
物
品
の
質
と
量
の
固
定

十
年
に
一
度
ず
つ
行

- 76ー

化
が
提
示
さ
れ
る
勾
も
ち
ろ
ん
、

明
初
以
来
、

な
わ
れ
て
来
た
賦
役
責
冊
の
作
成
は
、

こ
こ
で
も
無
視
は
出
来
な
い

が
、
し
か
し

「
如
遇
十
年
大
造
、
則
官
民
悉
遜
版
籍
之
額
、
毎
年

買
徴
、
則
彼
此
各
依
均
擁
之
数
」
と
い
う
よ
う
に
、
黄
冊
上
の
「
起

科
等
則
」
の
形
骸
化
は
き
わ
め
て
明
ら
か
で
あ
る

と
は
い
え
、
漸
江
布
政
司
や
漸
江
巡
按
監
察
御
史
の
示
唆
と
、

在

地
の
税
糧
徴
収
関
係
各
役
抱
嘗
農
民
居
か
ら
の
要
請
を
ふ
ま
え
、
隣

府
蘇
州
府
の
「
均
糧

・
徴
ご
の
貰
施
の
デ
ー
タ
を
参
考
に
し
て
委

曲
を
霊
し
た
こ
の
張
鐸
の
建
議
も
、
彼
の
在
任
中
に
は
貫
現
す
る
こ

と
が
出
来
な
い
。

「余
也
目
激
子
衷、

組
嘗
建
議
、
而
因
人
成
事



卒
莫
奉
行
:
:
:
惜
哉
」
と
は
、
張
鐸
が
嘉
矯
一
二
年
離
任
に
際
し
て

白
か
ら
監
修
し
た
嘉
靖
湖
州
府
志
(
倉
入
・
食
貨
志
)
に
「
郡
史
氏
自
」

と
し
て
語
る
所
で
あ
る
。
後
年
、
湖
州
府
の
「
均
糧
」
の
功
を
張
鐸

に
鯖
す
同
府
下
の
諸
地
方
志
が
引
用
す
る
の
は
、
遺
憾
の
意
を
以
て

@
 

こ
の
嘉
靖
府
志
に
自
か
ら
牧
録
し
た
彼
自
身
の
申
文
で
あ
る
。
「
郡

史
氏
」
の
語
る
所
に
よ
れ
ば
、
今
時
の
湖
州
府
に
お
け
る

「
均
糧
」

を
妨
た
げ
、た
の
は
、
黄
冊
が
具
現
す
る
「
租
宗
之
奮
」
を
根
擦
に

「
異
同
慶
凱
之
名
」
を
改
革
者
に
輿
え
る
勢
力
で
あ
り
、
そ
れ
は
後

述
嘉
輿
府
の
場
合
と
同
様
に

一
部
中
央
官
僚
と
結
托
し
た
在
地
の

「
宮
豪
」
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
因
み
に
嘉
靖
一
一
一
年
は
黄
冊
撹

造
の
年
に
嘗
っ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
張
鐸
の
官
民
田
則
を
躍
す
る
基
本
方
針
は
、
後

任
の
知
府
達
に
よ
っ

て
受
け
つ
が
れ
、
い
く
ら
か
形
を
か
え
て
貫
施

さ
れ
た
も
の
の
ご
と
く
、
府
下
踊
安
蘇
の
光
緒
志
、
巻
一
四
川
田
賦

回
三
則
起
科
、
毎
畝
徴
銀
二
銭
一
麓
至

は

「
嘉
靖
二
六
年
額
、
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一
銭
三
分
・
米
二
升
三
合
至
一
斗
七
升
」
と
記
し
て
、
張
鐸
の
離
任

五
年
後
の
田
部
分
コ
ニ
則
起
科
」
を
停
え
て
い
る
。
恐
ら
く
、
常
州

府
の
よ
う
な
肥
滑
の
三
段
階
匿
分
に
よ
る
徴
枚
率
翠
純
化
で
あ
ろ

う
。
高
暦
烏
程
蘇
志
・
省
三
・
賦
役
に
載
せ
る
、
張
鐸
の
離
任
の
翌

ぺ
右
布
政
欧
陽
必
進
が
巡
按
王
〔
莱
〕
に

遁
詳
し
て
、
賦
役
成
規
を
刊
定
せ
し
め
た
」
と
い
う
簡
単
な
記
述
は
、

同
年
に
、
湖
州
府
で
何
ら
か
の
新
方
針
が
出
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。

高
暦
四
年
(
一
五
七
六
〉
刊
の
湖
州
府
志
巻
一
一
・
賦
税
は
、
「
屡
ば

し
ば
均
卒
を
建
議
す
る
も
、
率
お
む
ね
能
く
行
な
う
無
し
、
隆
康
三

年
、
嘉
靖
二
十
二
年
に

年
(
一
五
六
九
〉
、
始
め
て
官
民
の
田
・
地
・
山
・
議
、
各
の
お
の
一

則
と
局
し
て
起
科
せ
ん
こ
と
を
定
む
、
民
甚
な
は
だ
之
を
便
と
す
」

と
侍
え
、
湖
州
府
に
お
け
る
一
則
化
と
し
て
の
「
均
糧
」
の
完
全
な

貫
施
が
、
頗
ぶ
る
長
い
道
程
を
必
要
と
し
た
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。

-77ー
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嘉

輿

府

湖
州
府
の
西
隣
、

同
じ
く
重
要
な
官
団
地
帯
で
あ

っ
た
嘉
輿
府
に

お
け
る
「
均
糧
」

H
官
民
一
則
化
は
、
嘉
靖
二
六
年
(
一
五
四
七
〉
、

嘉
輿
知
府
越
識
の
奏
議
(
均
耗
之
議
)
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
、
醸
天

巡
撫
欧
陽
必
進
と
新
江
巡
按
斐
紳
の
二
人
の
御
史
の
許
可
を
得
、
二

八
年
(
一
五
四
八
)
以
後
、
棋
の
後
任
知
府
畢
寛
容
に
よ
っ
て
貫
施

@
 

さ
れ
る
。
高
暦
三
八
年
(
一
六
一

O
)
刊
の
嘉
輿
府
志
以
来
、
同
府

下
の
地
方
志
は
、
貫
質
的
推
進
者
た
る
棋
の
こ
の
一

則
化
を
、
と
く

に
「
抗
卒
回
則
」
と
呼
び
、
又
、
多
く
の
場
合
改
革
の
封
象
と
し
た

矛
盾
の
鋭
い
分
析
に
よ
っ
て
特
徴
的
な
読
の
奏
議
の
略
文
を
載
せ
て
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「
抗
卒
田
則
議
」
等
と
名
づ
け
る
。
日
知
録
(
径
十
・
蘇
松
田
賦
之

重
)
の
著
者
が
、

こ
の
種
「
均
糧
」
的
改
革
の
創
行
を
、
あ
や
ま
っ

て
彼
に
蹄
す
る
ほ
ど
、
首
府
の
一
則
化
は
、
強
烈
な
印
象
を
首
代
の
土

大
夫
に
植
え
つ
け
て
い
る
。
所
謂
「
机
卒
田
則
議
」
の
全
文
を
掲
載

す
る
嘉
靖
嘉
興
府
闘
記
を
、
彼
が
と
く
に
編
纂
さ
せ
た
の
も

其
事
使
於
細
弱
而
細
於
豪
右
、
慮
始
而
誘
己
興
、

@
 

之
、
取
多
事
而
迄
無
所
成
」
と
い
う
よ
う
な
激
し
い
抵
抗
の
中
で
、

設
端
而
誇
者
傾

反
封
を
唱
え
る
論
者
を
怒
っ
た
阪
で
見
据
え
、

@
 

子
失
」
と
い
う
気
瞬
を
以
て
排
除
し
、
強
行
し
た
こ
の
改
革
を
、
永

「
子
云
何
、
吾
手
刃

久
に
定
着
化
し
よ
う
と
す
る
執
念
の
も
た
ら
し
た
も
の
と
さ
え
感
じ

ら
れ
る
。

識
の
到
任
(
嘉
靖
二
四
年
〉
以
前
か
ら
、
首
府
下
に
於
て
も
、
湖

州
府
に
お
け
る
改
革
の
経
験
に
な
ら
っ

て
し
ば
し
ば
「
均
糧
」

が
要

請
さ
れ
て
い
た
。

嘉
靖
十
年
(
一
五
三
一
)
、

正
徳
末
の
湖
州
府
の

劉
天
和
の
官
民
二
則
化
賞
施
以
来
十
一
年
後
、

同
じ
湖
州
府
の
張
鐸

の
一
則
化
上
申
に
先
立
つ
ζ

と
十
年
、
府
下
海
聾
蘇
の
「
星
父
老
」

「
湖
州
府
均
田
事
例
に
比
照
し
、
悉
く
三
斗

を
以
て
起
科
せ
ん
」
と
願
い
、
御
史
端
〔
莱
〕
は
、
同
九
年
着
任
し

@
 

て
い
た
知
牒
夏
波
に
議
覆
せ
し
め
た
が
施
行
に
至
ら
ず
、
嘉
靖
二
ハ

は
、
御
史
に
具
呈
し

年
か
ら
二

O
年
に
か
け
て
府
下
嘉
奥
鯨
の
知
牒
に
任
じ
た
虚
梗
も
、

つ
ね

「毎
に
田
地
則
多
き
を
以
て
均
卒
を
建
議
し
た
が
豪
右
の
阻
む
所
と

@
 

箆
つ
」
た
。
「
豪
右
」

と
は

「天
啓
海
鞭
鯨
園
経
」

慮
軽
則
田
不
克
一
例
加

巻
五
・
食
貨

「
首
趨
公
議
均
耗
時、

宮
室
富
豪
、

一-，
顧

説
、
輩
語
擁
之
不
置
」
と
い
う
、
特
権
的
官
僚
地
主
唐
に
嘗
る
で
あ

ろ
う
。
こ
の
頃
、
官
団
地
比
率
の
特
に
高
い
卒
湖
豚
(
田
の
約
三
二

@
 

%
、
地
の
約
六
三
%
)
で
は
「
四
則
」
化
の
改
革
が
行
わ
れ
て
い
た

と
も
い
わ
れ
る
。
又

皇
明
経
世
文
編

二
六
年
迄

一78-

在
地
に
は

た
と
え
ば

い
ず
れ
も
内
容
か
ら
推
し
で
嘉
靖
一
二
年
以
後
.

(
因
み
に
趨
漉
の
列
任
は
二
四
年
)
に
書
か
れ
た
文
書
を
三
篇
も
残

す
「
均
糧
」
促
進
涯
の
土
大
夫
、
府
下
海
開
鯨
の
人
銭
破
の
よ
う
な

存
在
も
見
出
さ
れ
る
。

(
1
、
巻
一
一
一
四
「
均
賦
書
奥
郡
伯
L

。
2 

告
二
一
五
「
均
糧
」
ぬ
3
、
巻
二
一
玉
、

「
均
糧
績
議
」
〉
1
は、

牽

下
た
る
郡
伯
、
す
な
わ
ち
お
そ
ら
く
は
問
題
の
知
府
組
識
の
前
々
任

@
 

者
玉
撃
孔
或
い
は
前
任
者
郭
膳
套
乃
至
槙
自
身
に
宛
て
ら
れ
た
も
の

「
況
聞
湖
州
己
屡
饗
、
胡
濁
不
行
子
嘉
郡
乎
」

で
あ
り
、
文
中
に
、

「
宜
取
湖
之
能
費
震
是
、
而
以
湖
之
存
二
億
非
」
と
の
、へ
、
湖
州
の

と
く
に
嘉
靖
二
一
年

(貰
際
は
二

O
年
)
の
知
府

改
革
へ

の
努
力、

張
鐸
の
一
則
化
計
査
に
習
う
べ
き
を
力
説
す
る
。
2
・
3
に
お
い
て



も
、
張
鐸
の
一
則
化
計
董
が
あ
た
か
も
窪
全
に
現
貫
化
し
た
も
の
で

あ
る
か
の
ご
と
く
重
要
な
論
接
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
と
の
よ

う
に
封
立
す
る
在
地
の
論
宇
の
中
で
「
均
糧
」
推
進
汲
は
、
趨
漉
の

議
の
貫
施
に
よ
っ
て
勝
利
を
占
め
る
が
、
と
の
背
後
に
は
、
「
版

籍
」
に
固
執
す
る
中
央
官
僚
と
結
託
し
て
上
旨
を
，と
り
、
徴
枚
率
の

襲
更
を
阻
止
し
よ
う
と
す
る
「
不
利
於
均
者
」
の
陰
謀
の
貰
現
を
、

税
糧
徴
放
の
確
保
こ
そ
自
己
の
最
終
の
任
務
で
あ
る
と

L
、
そ
の
た

め
に
は

む
し
ろ
改
革
の
断
行
を
援
朗
し
よ
う
と
す
る
巡
撫
・
巡
按

「
朝
廷
」
に
は
奏
聞
し
な
い
こ
と
に
よ
っ

@
 

て
、
不
可
能
と
し
た
、
組
槙
の
英
断
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

居
の
み
に
裁
断
を
求
め

嘗
府
に
お
け
る
「
均
糧
」
の
具
程
的
方
法
は
、
か
か
る
在
地
に
お

け
る
十
数
年
の
論
争
の
経
験
を
吸
枚
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、

数
年
前
に
出
た
張
鋒
の
計
萱
案
を
遁
じ
て
「
徴
ご
を
併
用
し
た
王

儀
の
典
型
的
方
法
も
有
カ
に
参
考
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
又
隣
府

湖
州
府
で
正
徳
以
来
行
な
わ
れ
て
い
た
方
法
も

よ
り
早
期
か
ら
影

響
を
輿
え
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
趨
棋
の
奏
議
で
は
、
耗
米
、
並
び
に
折

米
率
を
毎
南
二
石
に
切
下
げ
た
銀
を
媒
介
と
し
て
操
作
す
る
と
い

@
 

う
、
こ
の
期
の
「
均
糧
」
の
原
則
が
忠
貰
に
採
用
さ
れ
、
毎
畝
「
三
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斗
」
の
線
を
標
準
に
徴
枚
率
が
一
元
化
さ
れ
る
。

「
徴
一
L

の
原
則

も
ま
た
用
い
ら
れ
、
各
鯨
ご
と
に

「
毎
畝
卒
米
若
干
・
内
本
色
若

と
い
う
方
針

が、

明
確
に
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
嘉
輿
府
圃
記
が
、
か
っ

「
履
畝
均

干
・
折
色
若
干
」
と
指
定
し
て
税
糧
徴
牧
を
行
な
う、

て
挫
折
し
た
嘗
地
に
お
け
る
「
均
糧
」
的
改
革
企
壷
を

税
」
と
表
現
し
て
い
る
所
か
ら
推
し
て
、
越
槙
・
畢
寛
容
の
「
均
耗
」

は
、
「
丈
量
」
を
も
含
め
て
貫
施
さ
れ
た
、

と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、

一
般
の
回
土
と
生

@
 

産
力
を
等
し
く
し
て
い
た
毎
畝
徴
牧
率
三
升
前
後
と
い
う
「
菱
地
L

@
 

を
、
毎
畝
五
升
前
後
の
徴
牧
率
を
の
み
課
せ
ら
れ
た

「
民
田
」
と
と

「
富
豪
」

が
占
接
す
る
と
い
う
事
態
の
打
破
が
、
こ
の
「
均

嘉
興
府
で
は

ζ

の
噴
す
で
に
開
墾
が
進
ん
で

一79-

も耗」

H
官
民
田
一
則
化
に
か
け
ら
れ
た
重
要
な
課
題
で
あ

っ
た
。

5 

松

府

江

府
下
全
回
土
の
約
八
五
%
が
、
卒
均
税
糧
徴
枚
率
、
毎
畝
三
斗
九

合
(
宣
徳
前
牢
期
以
前
)
乃
至
毎
畝
二
斗
三
合
四
勺
(
同
期
以
降
)

を
に
な
い
、
斗
乃
至
石
そ
車
位
に
し
た
便
宜
的
方
法
に
よ
っ
て
も
二

二
段
階
に
分
類
さ
れ
る
複
雑
な
徴
牧
率
を
も
つ
か
の
「
官
回
」
と
い

@
 

う
名
義
で
黄
冊
に
登
録
さ
れ
、
さ
ら
に
残
る
一
五
%
が
、
こ
れ
ま
た

毎
畝
五
升
前
後
の
徴
牧
率
を
基
本
と
し
つ
つ
も
合
計
一
四
段
階
以
上

@
 

に
わ
た
る
徴
牧
率
を
も
っ
「
民
団
」
と
し
て
登
録
さ
れ
、
官
・
民
の
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各
内
部
と
、
官
・
民
間
の
徴
枚
率
の
不
均
等
が
著
し
い
松
江
府
に
お
い

て
は
、
宣
徳
年
間
(
一
四
二
六

J
一
四
三
一五〉、

明
初
の
官
回
韓
制
が

強
想
し
な
か
っ
た
永
築
北
遁
と
い
う
外
在
的
契
機
に
よ
っ
て
、
遁
負

@
 

の
増
大
、
零
細
自
家
経
営
層
の
逃
亡
が
顕
著
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の

@

3

 

危
機
の
打
開
の
た
め
、
特
に
源
達
さ
れ
た
謄
天
巡
撫
周
悦
へ
の
書
簡

⑬
 

の
中
で
、
在
地
の
一
士
大
夫
杜
桓
は
、
早
く
も
「
不
等
起
科
官
団
地

糧
額
、
均
作
一
則
、
無
少
重
軽
、
於
官
無
損
、
於
民
則
均
、
均
則
之

後
、
其
蘇
松
之
逃
民
、
害
先
而
回
、
姑
待
数
年
、
民
力
梢
蘇
」
と
、

官
田
部
分
の
徴
牧
率

一
元
化
を
懇
請
し
て
い

る

二
冗
化
は
行
な
わ

れ
ず
、
周
比
は
「
論
糧
加
耗
」
と
銀
・
布
に
よ
る
折
徴
を
不
均
等
是
正

の
手
段
と
し
て
定
例
化
し

正
徳
年
間
(
一
五

O
六
J
一
五

以
後

二
ご
に
か
け
て
、
歴
代
の
巡
撫
は
、
在
地
の
要
請
に
も
と
ず
き
主

と
し
て
、
徴
牧
率
に
は
手
を
ふ
れ
ず
耗
米
の
徴
枚
方
法
の
改
善
に
よ

っ
て
、
松
江
府
の
税
糧
負
摺
の
均
衡
化
を
計
っ
て
来
た
。
し
か
し
な

が
ら

「
大
戸
多
軽
則
之
回
、
小
戸
多
重
則
之
賦
」
と
い
う
大
勢
の

毎
回
一
畝
一
律
に
一
定
量
の
耗
米
を
賦
課
し
、

中
で

一寸

論
田
力日
耗
L 

の
方
法品
は v 長

し 員IJ
』ま」

H
H
徴
牧
率
の
低
い
回
に
不
利
な

し
ば
貫
施
さ
れ
な
が
ら
も、

ま
た
そ
の
都
度
、
一
戸
の
税
糧
纏
額
に

封
し
て
毎
石
若
干
の
割
合
で
耗
米
を
賦
課
す
る
「
論
糧
加
耗
」
の
方

法
に
引
き
戻
さ
れ
た
。
天
順
元
年
(
一
四
五
七
)
か
ら
正
徳
六
年
(
一

五
一
一
)
に
至
る
迄
僅
か
五
十
数
年
間
の
中
に
行
な
わ
れ
た
七
回
の

改
定
の
過
程
の
中
で
も
、
「
論
糧
加
耗
」
の
原
則
は
ゆ
る
が
な
か
っ

@
 

た
。
松
江
府
東
郷
の
透
海

・
潰
海
部
分
に
み
ら
れ
る
滑
地
の
存
在
に

着
目
し
て
強
調
さ
れ
る
東
西
雨
郷
の
生
産
力
の
相
異
が
、
常
に
国
一

畝
を
軍
位
と
す
る
税
糧
負
措
の
一
元
化
傾
向
を
阻
止
す
る
在
地
世
論

の
有
力
な
論
竣
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
も

「
論
回
」
に
不

利
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

ま
さ
に
徴
牧
率
の
多
元
化
を
根
嬢

の
一
つ
に
も
つ
、
徴
枚
物
品
と
そ
の
折
米
比
率
の
多
元
化
、

「論一糧

- 80一

加
耗
」
自
盟
の
基
準
た
る
年
々
の
耗
米
量
の
浮
動
性
が

嘉
靖
期

に
入
っ
て
、

己
述
の
よ
う
に
「
徴
一
」
の
改
革
を
必
然
化
さ
せ
た
の

で
あ
る
。
こ
の
「
徴
一
」
に
よ
っ
て
、
耗
米
を
も
含
め
た
凡
ゆ
る
税

糧
の
米
換
算
に
よ
る
合
計
額
と
し
て
の
意
味
を
一
層
明
確
に
輿
え
ら

れ
、
い
わ
ば
換
骨
院
胎
し
た
新
「
卒
米
」
概
念
が
設
定
さ
れ
る
と

そ
の

「
卒
米
」

の
う
ち
、

正
規
の
税
糧
徴
牧
量
|
正
米
|
以
外
の

全
額
は

ζ

れ
ま
た
以
前
と
は
そ
の
内
容
を
か
え
た
「
耗
米
」
と
し

て
定
額
化
し
得
る
こ
と
に
な
っ
た
。

「
徴
ご
の
内
包
す
る
章
一
徴

牧
へ
の
要
求
は
、
各
納
糧
戸
下
の
徴
枚
率
の
種
類
と
数
に
よ
っ
て
ま

ち
ま
ち
な
「
論
糧
加
耗
」
の
方
法
を
否
定
し
、
そ
の
恐
れ
の
な
い
安



「
論
田
加
耗
」
を
必
然
化
す
る
。
嘉
靖
一
六
年
(
一
五
三

知
府
黄
潤
が
巡
撫
欧
陽
鐸
の
指
示
下
に
南
直
隷
の
各
府
と
歩

@
 

調
を
そ
ろ
え
て
「
徴
ご
を
採
用
す
る
と
、
周
比
以
来
の
「
論
糧
」

は
「
論
回
」
へ
と
切
り
替
え
ら
れ
る
。

定
し
た

七)、嘉
靖
一
六
年
以
後
も
隣
府
蘇
州
府
の
よ
う
に
「
均
糧
」
左
併
用
し

得
な
か
っ
た
松
江
府
で
は
、
「
耗
米
」
を
も
含
め
た
全
税
糧
「
卒
米
」

を
、
「
論
回
」
に
よ
っ
て
査
一
賦
課
す
る
こ
と
が
、
そ
の
た
め
に
税
糧

徴
収
率
を
一
元
化
す
る
「
均
糧
」
を
行
な
う
ζ

と
が
、
課
題
と
な
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
か
つ
て
、
「
加
耗
」
を
毎
一
畝
嘗
り
一
律
徴
収
す

る
企
査
が
し
ば
し
ば
挫
折
し
た
よ
う
に
、
凡
ゆ
る
税
糧
負
措
の
毎
畝

徴
牧
率
一
元
化
の
提
唱
も
、
在
地
の
一
部
勢
力
の
抵
抗
を
受
け
る
。
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夫
均
糧
本
因
其
不
均
而
欲
均
之
也
、
然
各
鹿
皆
己
均
過
而
松
江
濁
来

者
、
蓋
各
虎
之
回
、
難
有
肥
婿
不
問
、
然
未
有
如
松
江
之
高
下
懸
紹
者
」

(
昌
克
服
松
江
府
志
・
出
世
十
・
回
賦
下
・
賦
議
利
弊
・
翰
林
何
公
良
俊
叢

説
。
な
お
、
何
良
俊
の
四
交
爽
叢
設
・
倉
一
四
・
史
十
の
「
均
糧
」
に
つ

い
て
述
べ
る
部
分
と
稀
異
同
あ
り
。
)

今
之
篤
均
線
之
説
者
、
大
率
有
三
、
民
迄
求
均
糧
者
日
:
:
:
是
不
可
以

不
均
也
、
有
司
之
有
志
利
民
者
日
:
:
・
是
不
可
以
不
均
也
、
有
志
鐙
弊
者

日

:
:
是
不
可
以
不
均
也
、
而
其
賓
木
然
、
差
松
之
田
糧
、
其
在
西
郷
、

畝
三
斗
至
五
斗
、
而
其
枚
租
亦
自
一
石
三
斗
至
一
石
五
斗
、
間
有
一
石
七

八
斗
、
如
金
海
銀
者
君
、
其
在
東
郷
、
畝
自
一
斗
至
五
升
、
而
其
枚
租
亦

自
七
斗
歪
五
斗
:
:
:
故
糧
五
升
而
租
七
斗
者
、
東
郷
之
上
回
也
、
叉
況
今

之
均
糧
〔
の
企
壷
〕
也
、
上
郷
畝
三
斗
六
升
、
中
郷
畝
三
斗
二
升
、
下
郷

畝
二
斗
八
升
、
併
昔
之
所
謂
五
升
者
、
不
復
見
呉
、
郎
其
所
謂
五
升
者
三

・
倍
而
枚
之
乎
、
夫
所
謂
上
中
下
三
郷
者
、
其
以
田
之
肥
滑

・
租
之
多
寡
矯

等
乎
、
則
如
前
所
均
可
失
、
如
其
不
然
、
無
乃
求
以
利
之
而
反
以
病
之

(
右
崇
頑
府
志
・
賦
議
利
弊
・
徐
文
貞
公
〔
階
〕
奥
撫
按
論
均
糧
書
)

と
い
う
ご
と
く
、
府
下
東
西
雨
郷
の
生
産
力
従
っ
て
牧
租
率
の
相
異

ζ

の
「
肥
癖
」
の
問
題

が

「
均
糧
」
反
封
の
唯
一
の
論
接
で
あ
る
。

は
、
第
三
者
の
い
う
と
ζ

ろ
に
よ
れ
ば

今
延
海
荒
癖
之
民
、
止
子
華
亭
之
十
四
保
・
十
五
保
、
油
田
海
里
分
、
上

海
之
十
七
保
・
十
九
保
逢
海
里
分
:
:
:
此
外
凡
縄
民
〔
之
〕
田
者
、
童
皆

@
 

沃
土

- 81-

と
い
う
肢
態
で
あ
っ
て

反
封
論
者
の
東
西
郷
封
比
が

「
均
糧
」

に
よ
る
「
増
糧
」
へ
の
危
慎
か
ら
す
る
誇
張
を
含
む
こ
と

「
均
糧
」

「
大
戸
」

に
謝
し
て
「
小
民
」
の
立
場
を
擁
護

「
肥
痔
」
や
「
取
租
の
多
寡
」
に
拘
泥
せ
ぬ
「
均
糧
」
促
進
論

者
の
衣
の
よ
う
な
主
張
は
、
一
定
の
異
貫
性
を
含
む
で
あ
ろ
う
。

は
否
定
で
き
な
い
。

し

夫
今
丈
量
・
均
糧
之
寧
、
乃
足
園
安
民
之
策
、
但
大
家
不
築
、
多
立
異

議
、
欲
阻
良
圏
、
敢
按
其
設
緋
之
、
蚕
酉
郷
之
回
、
利
子
集
均
、
東
郷
之

回
、
利
子
各
均
、
大
戸
之
回
、
利
子
不
丈
不
均
、
此
大
率
人
情
之
私
也

(
右
崇
頑
府
士
山
・
賦
議
利
弊
・
待
御
南
湖
徐
宗
魯
均
糧
異
議
緋
)
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「
均
糧
」
を
め
ぐ
る
松
江
府
土
大
夫
聞
の
論
字
は
、

「
土
日
蘇
嘉
湖
三

府
、
今
杭
州
等
郡
、
皆
己
に
均
糧
す
」

と
い
う
吠
況
の
中
で
、
隆
慶

二
年
(
一
五
六
八
)

在

地
の
生
員
張
内
置
の

「
清
丈
均
糧
之
読
」

に
よ
る
申
請
を
認
め
た
鹿
天
巡
撫
林
潤
が

「
丈
回
均
糧
」
を
乞
う
奏

言
を
行
な
い
、

中
央
政
府
に
よ
る
貫
質
的
承
認
を
得
た
ζ

と
に
よ
っ

@
 

て
終
る
。

「
均
糧
」
と
い
う
改
革
に
よ
っ
て
し
か
税
糧
徴
牧
制
度
を

維
持
で
き
な
い
と
い
う
認
識
が
こ
の
こ
ろ
よ
う
や
く
中
央
政
府
内
部

に
も
生
ま
れ
た
の
で
あ
る。

隆
康
三
年
(
一
五
六
八
)
、
林
潤
の
要

請
に
よ
り

吏
部
か
ら
源
遣
さ
れ
た

前
松
江
府
同
知
念
事
鄭
元
-
甜

は
、
清
丈
を
完
了
し
、

「
悉
く
官

・
民

・
召
佃
之
名
を
去
り
、
分
つ

て
上
中
下
三
郷
と
作
し
て
額
を
定
め
る。
」
五
年
後
、
高
暦
二
年
(
一

五
七
四
)
の
税
糧
「
科
則
」

(
H徴
牧
率
〉
に
よ
れ
ば
、
華
亭
牒
の

「全
熱
田
」
(
蘇
州
の
肥
痔
相
等
回
、
常
州
府
の
卒
坦
田
に
あ
た
る
)

は
、
「
毎
畝
均
科
正
根
二
・
四
五
斗
」
、
こ
れ
に
上
郷
は
、

「
毎
畝
加

耗
一
斗
二
升
」
、
中
郷
は

「
毎
畝
加
耗
七
升
五
合
」
、
下
郷
は
「
毎
畝

加
耗
三
升
」
。
上
海
賂
の

「
全
熟
田
」

は
、
「
正
根
二
斗
五
合
」
、
ζ

れ
に
上
郷
で
は
「
加
耗
九
升
」
下
郷
で
は
「
加
耗
三
升
」

が
附
加
さ
れ

る
。
華
亭
厭
の
、
正
根
部
分
に
、

上
中
下
三
、郷
の
耗
米
を
加
え
れ

ば
、
各
々
、
三

・
六
五
斗
、
三
・
二

O
斗
、
二

・
七
五
斗
と
な
り
、

ま
さ
し
く
前
引
徐
階
の
反
封
論
中
に
あ
げ
ら
れ
た
「
今
之
均
糧
」
と

ほ
ぼ
同
率
と
な
る
。
正
常
な
肥
癖
の
相
異
を
考
慮
し
た
、
在
地
均
糧

促
進
論
者
の
主
張
は
、
こ
の
よ
う
に
定
例
と
し
て
吸
牧
さ
れ
現
質
化

し
た
の
で
あ
る
。

①③②① 註

崇
頼
回
穴
蘇
志

・
各
八

・
田
賦
下

正
徳
姑
蘇
士
山
・
各

一
五
・
回
賦

弘
治
一
六
年
の
記
録
に
つ
い
て
は
⑦
に
同
じ
。

な
お
、
こ
の
徴
牧
率
は
、
奥
燃
の
場
合
と
同
様
、
「
回
・
地
・
山
・

蕩
」
そ
の
他
の
徴
収
封
象
化
さ
れ
た
地
目
の
う
ち
の
「
団
」
部
分
、

し
か
も
一
旦
水
災
を
蒙
む
っ
た
り
、
無
主
と
な
っ
た
な
ど
の
た
め
に

徴
枚
率
や
耗
米
を
減
菟
さ
れ
て
い
た
。
特
殊
な
部
分
を
除
く
、
ノ

ー

マ
ル
な
「
該
加
耗
肥
崎
市
相
等
田
」

κ
つ
い
て
定
め
ら
れ
た
も
の
、
と

考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
後
、
各
豚
の
賞
状
に
感
じ
、
い
く
ら
か

の
訂
正
を
経
た
、
高
麿
末
年
の
主
要
な
徴
枚
率
を
筆
者
の
任
意
に
よ

って
摘
出
し
、
官
民

一
則
化
が
基
本
的
に
貫
徹
さ
れ
て
い
る
吠
況
を

確
認
し
て
お
乙
う
。
な
お
、
各
徴
枚
率
の
下
に
指
孤
し
て
附
し
た
百

分
比
は
、
各
鯨
の
田
(
ノ

ーマ

ル
な
部
分
と
特
殊
な
部
分
を
含
む
)
、

地
、
山
、
務
そ
の
他
の
全
地
目
を
合
計
し
た
総
面
積
に
封
し
て
笛
該

徴
枚
率
の
面
積
の
占
め
る
割
合
を
一
示
す
。
な
お
、
た
と
え
ば
、
奥
燃

の
場
合
、

三
斗
四
升
四
合
回
は、

四
一
八
四
頃
徐
で
全
蘇
の
五
八
・

五
四
%
を
占
め
る
に
す
ぎ
な
い
が
、
あ
の
嘉
靖
十
七
年
、
王
雌
閣
の
製

作
し
た
蛍
懸
の
「
雛
耗
丈
墨
田
地
冊
」
内
に
登
録
さ
れ
る
「
該
加
耗
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肥
曜
市
相
等
田
」
四
二

五
九
頃
徐
と
殆
ん
ど
同
額
で
あ
り
、
ゾ
I
マ
ル

な
「
田
」
部
分
で
は
徴
収
率
が
一
元
化
さ
れ
て
了
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
他
の
諮
問
榊
に
つ
い
て
も
同
様
な
事
情
が
考
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
。
(
な
お
、
豚
に
よ
っ
て
は
、
「
地

」

の
ご
く
僅
か
な
部
分
が

「
田
」
と

一
括
さ
れ
「
田
地
」
と
呼
務
さ
れ
て
い
る
)

州車事名
徴収率 代表的徴枚率 百 分 比
線敏 (単位斗) (%) 

呉 22 3.44田地 58.54 
0.15緑山蕩 19.36 

長 洲 56 3. 75宮田 85.34 
2.8民団 4.23 

呉 江 14 3.66量生上上回 85.06 

常 熟 19 3.3閏 31. 82 
2.3田 19.49 
1.9田 39.17 

昆 山 70 3.25回 81. 23 
2.2田 5.45 

嘉 定 11 3 回 87.48 
2.77回 6.80 

太倉(川 I9 2.89回 93.93 

(崇明l孫は除外)
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(
康
照
蘇
州
府
志

・
轡
二
三

・
回
賦

一
所
枚
、
高
暦
四
十
八
年
項
下

の
「
回
糧
斗
則
」
に
よ
る
。
な
お
、
山
宗
一
服
呉
師
雲
仙
・
各
八
・
田
賦
下

所
枚
、
「
背
骨
麿
四
十
年
巡
撫
都
御
史
胡
感
塗
知
府
洗
率
制
胴
定
経
賦
書
」

と
い
う
見
出
し
の
次
に
あ
る
「
回
糧
斗
則
」
は
、
右
府
志
所
政
英
勝

の
そ
れ
と
全
く

一
致
す
る
の
で
、
府
士
山
の
記
載
は
、

四
十
七
年
の
経

① 

賦
量
盲
を
資
料
と
す
お
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
)

松
江
府
に
つ
い
て
は
八
十
二
頁
に
、
常
州
府
に
つ
い
て
は
九

O
頁

に
、
官

・
国
内
田
の
差
別
を
も
は
や
持
た
な
な
い
、

一
元
化
さ
れ
た
税

糧
徴
枚
率
の
事
例
を
示
し
た
。
銀
江
府
は
七
十
五
頁
の
記
述
を
参
照

の
こ
と
。

嘉
輿
府
の
場
合
。
高
暦
嘉
輿
府
志
・
袋
五
・
賦
役
所
載
「
隆
慶
二
年

(
一
五
六
人
)
奉
布
政
使
編
定
賦
役
成
規
額
」
に
よ
れ
ば
。
「
本
府

汲
徴
訊
卒
団
地
山
蕩
等
項
共
四
四

O
O
四
頃
四

O
畝
〔
以
下
の
単
位

略
。
な
お
、
田
部
分
の
み
の
面
積
は
、
前
稿
(
上
)
第
三
表
の
程
度

を
こ
え
な
い
。
〕
」
の
内
、

「
嘉
輿
豚
、
団
地
合
震

一
則
、
共
八
六
四
四
頃
五

O
畝
、
毎
畝
科
本

色
米

一
斗
ニ
升
九
合
〔
以
下
の
単
位
略
〕
、
税
栂

・
〔
均
〕
箔
〔
均
〕

卒
折
色
銀
七
分
六
盤
ニ
事

〔
以
下
の
翠
位
略
〕
」

「
嘉
善
鯨
、
田
地
合
矯

一
則
、
毎
畝
科
本
色
米

一
斗
八
升
六
合
〔
同

上
〕
、
折
色
税
〔
糧
〕
銀

・
〔
均
〕
卒
〔
均
〕
徳
銀
九
分
四
盤
〔
向

上〕等
々
の
よ
う
に
、
完
全
に
、
各
師
脚
箪
位
で
一
則
化
が
完
成
し
て
い

る
。
(
共
に
、
「
山

・
蕩
・
灘
部
分
は
省
略
)

湖
州
府
の
場
合
。
府
下
の
崇
顧
烏
程
豚
志
・
品
恒
三
・

賦
役
所
載
、
高

暦

二
ハ
年
(
一
五
八
八
)
の
規
定
で
は
、

「
回
七
二
七
八
頃
五
三
畝
〔
同
上
〕
、
毎
畝
科
米
一
斗
三
升
八
合

〔
同
上
〕
、
銀
五
分
二
謹
二
事
、
地
一
三
四
頃
二
ハ
畝
〔
同
上
〕
、
毎

畝
科
米

一
升
七
合
〔
同
上
〕
、
銀
三
分

一
驚
三
事
〔
向
上
〕
」
と
な
っ

て
い
る
。

(山
・

蕩
部
分
は
省
略
)
。
府
下
の
他
豚
に
つ
い
て
も
、

問
機
で
あ
ろ
う
。

- 83一
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① 

明
史
薬

・
志
六
十

・
食
貨
二
・
賦
役
に
「
掘
削
西
宮
民
田
賦
、
現
他
方

倍
+
従
、
蘇
最
重
、
松
嘉
湖
次
之
、
常
杭
叉
次
之
」
と
あ
る
杭
州
府
を

論
じ
な
か
っ
た
の
は
、

嘉
朗
二
府
起
巡
之
数
、
幾
有
杭

・
紹
等
九
府
三
分
之
二
(
正
徳
十
五

年
〔
湖
州
府
〕
知
府
劉
天
和
諮
均
波
京
庫
折
銀
・

嘉
靖
湖
州
府
志

・

各
一
・
郡
紀
)
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
民
田

一
八
二
九
四
頃
に
封
し

宮
田

一
五
二
八
頃
五
一
畝
(
地
・
山
・
務
等
は
除
く
、
嘉
靖
掘
削
江
通
士
山

・
谷

一
七
・
貫
一
斌
志
)
、
す
な
わ
ち
一
割
以
下
と
い
う
面
積
按
分
に

比
例
し
て
、
府
全
慢
と
し
て
は
、
「
宮
崎
岨
」
の
占
め
る
比
重
が
少
な

く
、
従
っ

て
税
極
総
額
も
、
「
官
団
地
州
市
」
の
他
の
諮
府
、
と
く
に

同
じ
掘
削
江
布
政
司
下
の
嘉
・
湖
よ
り
相
封
的
に
少
な
い
と
い
う
、
・
き

わ
め
て
、
「
量
的
」
偏
向
を
伴
な
っ
た
見
通
し
に
、
一
つ
は
も
と
づ

く
。
し
か
し
、
「
質
的
」
に
は
、
「
宮
田
地
帯
」
と
し
て
そ
れ
ら
の

地
匿
と
同
じ
く
櫛
力
に
把
握
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
本
稿
が
避
け

た
の
は
、
主
と
し
て
、
資
料
的
制
約
と
不
勉
強
と
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。
そ
の
こ
と
は
、
府
下
九
豚
の
う
ち
、
湖
州
府
に
隣
接
す
る
仁
和

豚
の

「
秋
樋
米
」
中
、
四
千
三
百
頃
徐
の
「
民
団
」
か
ら
徴
枚
き
れ

る

「
民
団
米
」
の
四
高
五
千
石
倣
に
封
し
、

ニ
高
二
千
石
徐
の
「
宮

田
米
」
が
、
六
百
二
頃
除
の
「
宮
田
」
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
(
嘉
消

仁
和
鯨
志

・
谷
三
、
四
・
風
土
〉
と
い
う
事
貨
に
徴
し
て
も
明
ら
か

で
あ
ろ
う
。
太
湖
周
迭
を
も
包
括
し
て
、

駒内
来
明
代
金
中
閣
の
土
地

支
配
椴
系
の
意
味
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
時
、
乙
れ
ら
技
術
的
な
紋

陥
を
も
補
足
し
て
い
き
た
い
。

乙
の
改
革
は
、
そ
の
内
容
に
則
し
て
は
、
「
均
則
」
(
明
貫
録
・
嘉
靖

六
年
一
二
月
実
丑
・
吏
部
倫
害
桂
尊
の
上
奏
、
天
啓
潟
監
懸
園
経
・

⑦ 

容
五
・

食
貨
上
)
「
官
民
一
則
」
(
天
下
郡
図
利
病
書

・
原
編
第
七

冊
・
常
銀
・
武
進
鯨
志
、
嘉
靖
湖
州
府
志
・
各
八
・
食
貨
志
所
載
知

府
張
鐸
の
申
文
)
「
釧
卒
回
則
」
(
前向
暦
嘉
輿
府
士山
・
谷
五

・
賦
役
)

「均
汲
斗
則
」

(
嘉
靖
太
倉
州
志
・
谷
五

・
戸
田
)
「
均
回
」
(
右

天
啓
園
経
)
な
ど
と
よ
ば
れ
る
。
も
っ
と
も

一
般
的
に
は
崇
頒
松
江

府
志
・
省
八
・
回
賦
上
所
載
の
隆
慶
二
年
の
記
事
で
巡
撫
林
潤
が

「
江
南
諸
郡
、
久
己
均
犠
」
と
い
う
よ
う
に
「
均
糧
」
と
呼
稼
さ
れ

た
。

(
三
の

4
・
の
嘉
輿
府
に
お
け
る
銭
被
や
三
の
5
の
松
江
府
に

お
け
る
徐
階
、
徐
宗
魯
等
の
提
言
を
参
照
)
な
お
、
そ
の
具
徳
的
方

法
に
則
し
て
は
、
「
均
糧
耗
」
(
嘉
靖
湖
州
府
志

・
倉

一・

郡
紀
所

載

・
都
御
史
許
庭
光
の
上
奏
)
「
均
耗
」
(
嘉
靖
嘉
興
府
闘
記

・
谷
八

・
物
土
〉
「
牽
耗
之
法
」
(
高
暦
昆
山
鯨
志
・
昌
也
二

・
回
賦
)
「
機

耗
」
及
至
「
燐
耗
之
法
」

(
嘉
消
臭
江
蘇
志
・
谷
九
・
回
賦
、
厳

照
蘇
州
府
士
山
・
省
二
三
・
田
賦
上
。
後
述
の
崇
頑
固
穴
豚
士
山
を
参
照
)

「
牽
機
法
」
(
寓
暦
嘉
定
蘇
志

・
轡
五
・
田
賦
考
上
)
な
ど
と
い
わ

れ
た
。
な
お
行
文
参
照
。

こ
の
名
穏
に
つ
い
て
は
、
行
文
を
参
照
。
但
し
、
明
史

・
出
世
七
八

・

食
貨
二
・
賦
役
の
、
「
徴

一
者
、

線
徴
銀
米
之
凡
、
而
計
畝
均
敏

之
、
其
科
別
最
重
者
奥
最
軽
者
、
帥
明
以
耗
損
盆
・
推
移
、
重
者
不
能

登
領
、
惟
濯
減
耗
米
、
汲
軽
賛
折
除
之
、
陰
予
以
軽
、
経
者
不
能
加

盆
、
震
徴
本
色
、
逓
増
耗
米
、
加
乗
之
、
陰
予
以
霊
」
と
い
う
説
明

は
、
む
し
ろ
蘇
州
府
に
お
い
て
典
型
的
な
、
最
も
整
っ
た
形
の
「
均

糧
」
の
具
盤
的
操
作
に
つ
い
て
行
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
古
今
治

卒
略
・
倉
一
・
図
朝
団
賦
の
篠
の
「
徴
一
法
は
、
都
御
史
欧
陽
銀
、

南
畿
に
撫
た
り
し
時
、
督
し
て
儲
け
し
法
な
り
」
と
い
う
「
法
」
の

ゐ- 84-
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① 

主
要
な
目
的
は
、
本
稿
の
定
議
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
な
お
、
融
制
宗
直
後
に
書
か
れ
、
職
後
の
明
代
賦
役
制
度
史
の
諸

研
究
に
、
各
著
者
が
と
く
に
そ
れ
と
註
記
し
て
引
用
す
る
と
せ
ぎ
る

と
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
鋭
い
問
題
黙
の
指
摘
に
よ
っ
て
、
決
定
的

な
影
響
を
奥
え
た
「
鐙
宮
谷
英
夫
・
近
世
中
園
に
お
け
る
賦
役
改
革

(
土
・
下
)
・
歴
史
評
論

1
の
2
、
3
」
は
、
す
で
に
こ
の
こ
と
を

指
摘
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
筆
者
の
意
薗
は
、
厳
密
な
制
度
史

的
事
賓
の
確
定
に
あ
る
と
い
う
よ
り
も
、
か
し
ろ
改
革
の
性
格
把
握

に
あ
り
、
「
均
糧
」
「
徴
一
」
の
二
則
面
の
指
摘
は
、
そ
の
た
め
の

便
宜
的
手
段
で
あ
る
ζ

と
を
悼
と
さ
れ
た
い
。

「
明
史
食
貨
志
誇
注
」
の
諸
作
業
と
こ
の
鑑
宮
谷
論
文
と
に
よ
っ
て

筆
者
は
大
き
な
稗
盆
を
受
け
て
い
る
。

蘇
州
府
下
長
洲
豚
に
は
、
乙
の
改
革
の
直
前
、
金
花
銀
(
毎
爾
H
四

石
)
五
高
雨
、
白
銀
(
毎
雨
H

ニ
・
三
石
)
五
高
二
千
六
百
爾
が
割
嘗

て
ら
れ
「
機
耗
」
の
重
要
な
媒
介
と
な
っ
て
い
る
。
(
康
照
蘇
州
府
志

・
倉
二
三
・
田
賦
一
所
載
王
儀
の
鍵
耗
波
徴
設
)
「
徴
ご
に
つ
い
て

の
叙
述
で
述
べ
る
よ
う
に
、
白
銀
は
成
化
年
問
、
耗
米
の
一
部
の
代

納
の
た
め
に
割
笛
て
ら
れ
た
「
銀
」
の
名
務
か
ら
、
次
第
に
金
花
銀

以
外
の
「
折
銀
」
の
綿
稽
と
な
っ
て
い
っ
た
と
恩
わ
れ
、
桂
同
然
呉
豚

に
も
割
嘗
て
ら
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
崇
頼
回
宍
蘇
志
・
出
世
七
・
回

賦
上
所
載
の
嘉
靖
一
七
年
経
賦
冊
に
は
、
「
金
花
等
銀
」
と
あ
る
。

⑬
参
照
。

崇
一
順
松
江
府
志
、
谷
八
・
田
賦
上
、
古
同
暦
常
州
府
志
・
出
世
六
・
銭
毅

三
・
徴
輪
、
康
照
蘇
州
府
志
・
昌
也
二
三
・
回
賦
一
、
は
じ
め
、
骨
園
地

帯
の
全
地
方
志
に
記
録
さ
れ
て
い
る
有
名
な
改
革
。
一
五
世
紀
前
牟

⑬③  

@ 

宣
徳
年
聞
の
周
悦
等
に
よ
る
賦
役
改
革
は
、
明
朝
の
江
南
乃
至
全
国

支
配
種
制
の
縛
機
と
な
る
重
要
な
・
も
の
で
あ
る
。
前
稿
で
も
不
十
分

に
し
か
ふ
れ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
遁
っ
て
正
面
か
ら
取
上
げ
る
強

定
で
あ
る
。

崇
厳
松
江
府
志

・
昌
也
八
・
回
賦
一
。

ζ

れ
ら
「
姿
」
等
の
各
々
の
名
目

と
形
式
的
な
徴
値
は
、
宣
徳
以
後
の
諸
地
方
志
の
記
録
に
も
残
っ
て

い
る
。
叉
、
漸
江
布
政
司
に
属
す
る
朔
州
府
下
で
は
、
夏
税
に
「
姿
」

「
絡
」
な
ど
の
現
物
徴
枚
が
嘉
靖
頃
ま
で
行
な
わ
れ
て
い
た
。

註
⑬

A
の
後
半
部
分
、
及
ぴ
諸
地
方
志
所
載
の
賦
役
冊
・
経
賦
冊

類
、
と
く
に
、
蔦
暦
上
海
豚
士
山
・
各
三
・
回
賦
所
載
の
賦
役
冊
(
そ

の
も
つ
べ
き
基
本
的
内
容
は
記
さ
れ
て
い
る
が
形
式
的
に
は
不
備
)
、

崇
頒
奥
勝
志

・
谷
七
・
回
賦
上
所
載
の
「
嘉
清
一
七
年
知
府
王
儀
刊

定
経
賦
冊
」
、
嘉
靖
国
穴
江
蘇
志
・
倉
九
・
田
賦
所
載
の
「
知
府
王
儀

刊
定
書
冊
」
な
ど
か
ら
蹄
納
乃
至
演
鐸
し
た
の
が
以
下
の
叙
述
(
本

文
)
で
あ
る
。
参
考
と
し
て
、
ま
ず
呉
江
蘇
の
「
書
冊
」
と
全
く
同

形
式
の
央
蘇
の
経
賦
冊
「
鋳
線
正
賞
」
の
項
を
左
に
あ
げ
、

ζ

れ
に

紋
け
て
い
る
「
徴
一
定
則
」
を
、
呉
江
蘇
の
「
書
冊
」
と
、
回
穴
師
肺
官
同

暦
一
七
年
の
経
賦
書
(
前
出
)
で
補
な
っ
て
、
綬
嬢
を
明
ら
か
に
し

て
お
乙
う
。
な
お
、
蘇
州
府
で
は
、
周
悦
以
来
の
原
則
が
守
ら
れ
、
す

で
に
ζ

の
時
迄
に
、
諸
徴
政
物
品
の
う
ち
、
夏
税
の
総
・
小
委
・
馬

草
・
戸
口
食
費
紗
等
が
耗
米
化
さ
れ
て
い
る
乙
と
に
注
意
。

(嘉
靖

太
倉
州
志
・
鼻
咽
五
・
戸
田
、
「
夏
税
郎
係
総
・
官
官
・
馬
草
之
類
、
原

係
耗
米
内
包
橋
、
〔
一
七
年
〕
清
査
之
後
、
倶
議
〔
新
概
念
の
〕
卒

米
敏
内
、
〔
現
賓
の
徴
枚
に
際
し
て
は
〕
多
寡
不
究
、
是
無
数
日
)

「
錫
鎗
正
賞
」
。
奥
蘇
原
定
寅
徴
正
耗
〔
奮
概
念
の
〕
卒
米
一
七
五
一

- 85-
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四

O
石
五
斗
ニ
升
九
ム
ロ
六
勺
六
抄
、
験
波
本
色
米
八
四

O
六
七
石
四

斗
五
升
四
合
二
勺
、
折
色
銀
三
五
二

O
三
雨
三
銭
四
分
六
鐙
五
事
、

嘉
精

一
七
年
、

添
入
京
糧
耗
脚

・
免
軍
木
板
・
叉
南
京
茶
豆
・
及

北
連
夫
船
米
改
折
銀
、
該
減
本
色
米
一
四
五
三
石
六
斗
六
升
六
合

二
勺
、
該
加
折
色
銀
一
四
二
七
雨
三
銭
九
分
五
鑑
二
事
、
議
金
花
等

銀
、
哀
盆
拘
算
、
徳
銀
一
雨
、
均
准
卒
米
ニ
石
〔
新
換
算
率
の
設

定
〕
、
減
波
米
一
九
二
六
五
石
四
斗
五
升
八
合
ニ
勺
六
抄
、

賓
用
起
存

正
耗
〔
新
概
念
の
〕
卒
米
一
五
五
八
七
五
石
七
升
一
合
四
勺
、
該
汲

本
色
米
八

一
一
六
一

三
石
七
斗
八
升
八
合

・
折
色
銀
三
六
六
三

O
爾
六

銭
四
分
一
盤
七
事
、
奉
例
消
穀
〔
以
下
、
諸
問
丈
後
の
手
直
し
分
〕
、

果
豚
今
質
徴
卒
米
一
五
六
回
二
三
石
七
斗
五
升
五
合
二
勺
四
抄
、
該

本
色
米
八
二
九

O
四
石
五
斗
九
升
ニ
勺
四
抄
・
折
色
銀
三
六
七
五
九

雨
五
銭
八
分
二
盤
五
百
唱
。

徴
一
定
則

合
以
一
定
其
則
」
)
(
以
下
央
江
蘇
の
数
値
)
毎
卒
米
一

石
、
波
徴
本
色
米
五
斗
三
升
・
折
色
銀
二
銭
三
分
五
厘
(
以
下
高
暦

一
七
年
央
豚
の
数
値
)
毎
熱
田
卒
米

一
石
験
波
、
内
本
色
米
四
斗
九

升
七
合
歓
起
運
存
留
・
加
耗
・

一脊
緋
・
折
色
銀
二
銭
三
分
六
麓
徐

夫
船
放
用
、
倶
在
内
、

起
運
存
留
務
木
・
時
m
板
・
軽
臨
周

紅
閉
・
車
脚
歳
用
、
倶
在
内

A
、
上
述
育
浦
腕
紳
士
山
の
「
上
撫
蓋
減
糧
額
書
」
民
は
、

至
嘉
靖
十
六
年
、
巡
撫
欧
陽
公
〔
鐸
〕
、
以
線
上
加
耗
、
田
有
科
則

軽
重
不
問
、
民
戸
病
在
不
均
、
行
令
府
鯨
掌
印
官
、
帯
同
書
算
、
倶

赴
南
京
曾
議
、
悉
照
部
街
坐
波
算
定
、
改
議
田
上
加
耗
、
除
五
斗
以

上
霊
額
田
畝
不
加
外
、
其
五
斗
以
下
者
、
毎
回
一
畝
、
加
耗
米
一
斗

ニ
合
、

甚
得
均
、
民
亦
稽
使
、
共
算
正
耗
卒
米
一
百
三
十
前
向
徐
石
、

其
往
年
源
徴
金
花
・
粗
細
布
・
白
糠
糠
米
各
項
名
色
、
倶
己
創
去
、

⑬ 

止
波
本
折
〔
卸
〕
銀
米
二
項
。
庶
官
府
易
子
稽
査
、

弊
、
小
民
可
以
戸
時
開

B
、
官
同
暦
鋲
江
府
志

・
出世五

・
賦
役
志

・
回
賦
の
「
嘉
精

一
六
年
巡

撫
欧
陽
公
〔
鐸
〕
賦
役
冊
」
の
註
に、

法
久
而
弛
、
民
受
其
弊
、
巡
撫
都
昭
思
欧
陽
公
潅
政
之
初
、
郎
通
行
講

求
、
三
月
進
各
官
、
面
議
其
可
因
革
損
盆
、
虚
中
以
挨
之
、
凡
七
月

而
書
成

と
い
う
。

な
お
、
乙
の
際
天
府
下
各
燃
に
お
け
る
、
「
均
糧
」
す
な
わ
ち
一
則

化
は
、
隆
慶
三
・
四
年
(
一
五
六
九
、
七

O
)
臆
天
巡
撫
海
瑞
の
指

令
下
に
「
係
編
」
の
一
鎧
と
し
て
「
丈
量
」
と
と
も
に
行
な
わ
れ

る
。
江
浦
際
で
は
四
年
、
高
淳
豚
で
も
四
年
、
漂
陽
豚
で
は
三
年
に

開
始
さ
れ
、
四
年
海
瑞
が
去
る
と
後
任
の
朱
大
器
の
下
で
行
な
わ
れ

た
。
上
元
豚
で
は
、
海
瑞
の
任
期
の
雨
年
中
に
行
な
わ
れ
た
が
、
ど

の
年
か
は
不
明
。
資
料
は
、
市
岡
暦
江
浦
豚
志
・
昌
也
六
・
賦
役
志
・
回

賦
、
利
病
書
・
原
編
第
八
冊
・
高
淳
豚
志

・
漂
陽
懸
志
、
官
同
暦
上
元

前
脚
志
・
各
二
・
田
賦
。

(
下
)
、
五
を
参
照
の
乙
と
。

出
回
明
燃
は
、
特
別
に
耗
米
を
省
い
て
「
照
奮
」
徴
収
さ
れ
る
。

皇
明
経
世
文
編
・

省

一
四
六
・
周
用
・
論
均
極
書

嘉
靖
湖
州
府
志

・
倉
一
・
郡
紀

嘉
靖
二
十
年
、
湖
州
知
府
張
鍵
の
上
奏
に
よ
れ
ば
、
四
千
四
百
四
十

九
則
の
内
容
と
は
ζ

う
で
あ
る
。
秋
糠
毎
畝
自
六
勺
四
抄
三
撮
至
八

斗
止
、
共
計
五
百
九
十
九
則
、
其
起
運
・
存
留
共
該
加
耗
米
一
十
徐

高
石
〔
加
耗
米
の
約
半
数
は
折
銀
分
と
し
て
ζ

乙
に
は
計
上
さ
れ
て

《む

里
番
難
子
隠

⑬⑬⑫⑬⑬  
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い
な
-
い
〕
、
子
秋
綾
田
畝
上
波
徴
、
夏
税
制
柿
綿
毎
畝
自
六
厘
至
三
十
ー

四
雨
、
止
共
計
三
千
八
百
四
十
八
則
、
小
委
毎
畝
自
二
升
至
二
斗
三

升
止
、
共
計
一
百
二
十
六
則
、
其
起
淫
・
存
留
共
該
加
耗
線
三
十
三

高
一
千
絵
雨
、
子
正
繰
綿
上
波
徴
、
比
外
叉
有
一
項
馬
草
'共
三
十
六

寓
八
千
七
十
包
、
子
宮
民
間
土
上
波
徴
、
叉
有
一
項
騨
遜
馬
綬
銀
、

共
九
千
五
百
六
雨
、
子
民
団
上
汲
徴
、
倶
毎
年
夏
秋
二
次
、
本
府
経

自
如
算
禽
計
徴
運
、
縁
係
税
線
科
則
、
不
勝
浩
繁
、
品
腕
久
弊
多
、
難

以
査
究
、

な
お
、
彼
は
、
こ
の
あ
と
す
ぐ
綴
け
て
、
劉
天
和
が
正
徳
十
五
年
秋

線
部
分
の
五
百
徐
則
を
官
民
二
則
し
た
乙
と
に
ふ
れ
て
い
る
。
た
と

い
ニ
則
化
の
た
め
の
「
汲
耗
小
冊
」
が
、
現
質
の
徴
牧
喜
一
帳
と
な
っ

て
い
る
に
し
て
も
、
賦
役
糞
冊
が
残
っ
て
い
る
限
り
、
官
官
科
則
放
の

計
算
は
容
易
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
、
留
意
す
べ
き
は
、

ζ

の
四

千
徐
の
科
則
数
は
、
府
下
一
州
五
豚
の
総
計
で
あ
っ
て
、
各
州
鯨
の

秋
糧
部
分
の
み
を
と
り
出
す
な
ら
、
「
百
」
乃
至
「
十
」
を
単
位
と

す
る
則
数
に
減
少
す
る
こ
と
で
あ
る
。
(
嘉
靖
湖
州
府
士
山
・
各
八
・

食
貨
志
)

嘉
靖
湖
州
府
志

・
倉

一
・
郡
紀。

燈
宮
谷
氏
以
来
、
賦

・
役
銀
納
化
の
動
機
乃
至
そ
の
促
進
の
主
要
な

契
機
と
し
て
、
「
官
僚
の
銀
へ
の
欲
求
」
が
し
ば
し
ば
あ
げ
ら
れ

る
。
し
か
し
周
悦
以
来
、
ま
さ
に
乙
の
銀
納
化
の
起
黙
と
な
っ
た
太

湖
周
遊
の
「
富
田
地
帯
」
で
は
、
「
重
則
宮
田
」
税
糧
の
寅
質
負
鋸

を
引
き
下
げ
る
た
め
に
、

ζ

の
銀
が
特
に
削
削
り
嘗
て
ら
れ
、

ζ

こ
湖

州
府
で
も
註
⑫
で
示
す
よ
う
に
徴
収
率
が
霊
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
銀

の
量
を
多
く
す
る
侍
統
的
な
ル

ー
ル
が
成
立
し
て
い
る
。
叉
、
「
勢

要
」
や
「
官
豪
」
は
、
常
に
耳
円
吏
と
結
托
し
て
銀
の
割
嘗
を
不
正
に
得

ょ
う
と
し
て
い
る
。
乙
の
劉
天
和
の
上
奏
は
、
一
部
官
僚
の
認
識
不
足

に
よ
る
非
宮
田
地
帯
へ
の
銀
の
異
常
な
高
額
配
分
に
反
封
し
、
「
霊

租
官
回
」
や
そ
の
「
所
有
」
者
た
る
「
小
民
」
「
貧
民
」
へ
の
銀
の

正
常
な
配
分
量
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
長
文
の
切
々
た
る
願
い
で
あ

る
。

明
ら
か
に
、
乙
の
地
幣
で
は
、
税
糧
納
入
農
民
諸
唐
に
と
っ

て
、
「
折
銀
」
は
潟
釜
の
封
象
で
あ
る
。
本
稿
(
下
)
五
で
述
べ
る

よ
う
に
、
「
重
別
宮
田
」
す
ら
、
犬
勢
と
し
て
中
小
規
模
の
「
地

主
」
的
「
土
地
所
有
」
の
も
と
に
入
っ
て
了
っ
て
い
た
と
す
れ
ば
、

か
か
る
「
地
主
」
た
ち
は
乙
の
先
進
経
済
地
帯
に
お
け
る
米
穀
市

場
の
愛
遂
に
よ
っ
て
容
易
に
現
物
の
「
租
米
」
を
換
銀
す
る
こ
と

が
で
き
た
は
ず
で
あ
る
。

「
画
積
居
奇
」
を
は
か
り
得
る
犬
商
人
地

主
に
と
っ
て
銀
の
有
利
な
相
場
に
よ
る
入
手
が
可
能
な
の
は
省
然
な

が
ら
、
お
そ
ら
く
常
に
わ
ず
か
と
は
い
え
、
幾
村
内
部
に
残
存
し
て

い
た
で
あ
ろ
う
、
零
細
経
管
の
「
全
種
官
回
戸
」
に
も
、
不
利
な
相

場
で
は
あ
る
が
換
銀
の
機
舎
は
奥
え
ら
れ
て
い
た
と
恩
わ
れ
る
。
だ

か
ら
、
乙
の
地
帯
で
は
、
私
た
ち
が
官
僚
の
銀
へ
の
欲
求
と
い
う
側

面
の
存
在
を
当
然
の
こ
と
と
し
て
認
め
つ
つ
、
問
題
を
、
も
う
一
つ

の
側
面
か
ら
、
税
糧
納
入
に
際
し
て
現
物
が
有
利
か
「
銀
」
が
有
利

か
、
と
立
て
農
民
諸
唐
の
銀
に
封
す
る
「
渇
望
」
の
理
由
を
求
め
る

こ
と
が
、
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
か
か
る
前
提
を
置
け
ば
、
次
の
高

暦
常
州
府
志

・
容
七
・
錫
賑
所
載

・
唐
順
之
奥
武
進
鯨
令
李
蜜
書

は
、
示
唆
的
で
あ
る
。

蓋
米
自
江
南
而
総
於
京
師
、
率
二
三
石
而
致
一
石
、
則
是
園
有
一
石

之
入
而
民
有
二
三
石
之
輪
、
若
是
以
銀
折
米
、
則
民
止
須
一
石
之
輸

- 87ー
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而
園
己
不
失
一
石
之
入
:
:
:
夫
五
銭
者
江
南
之
卒
慣
也
、
七
銭
者
折

色
之
極
則
也
、
若
使
江
南
米
貴
自
五
銭
以
上
、
而
蒙
恩
折
色
或
減
至

七
銭
以
下
、
則
其
所
私
之
羨
、
国
営
倍
之
且
径
実
:
・
・
況
園
家
所
以

遠
総
子
江
南
、
不
保
以
二
三
石
而
致
一
石
者
、
正
以
江
南
米
賎
而
京

師
米
賞
耳
、
近
間
京
師
米
直
自
七
銭
而
減
至
四
銭
、
而
江
南
米
直
自

七
銭
而
増
至
九
銭
、
則
是
江
南
以
二
三
石
致
一
石
、
而
叉
不
滋
一
石

之
周
也
、
今
若
以
銀
給
京
軍
之
滋
給
米
者
、
江
南
無
遼
輪
之
資
、

京

庫
無
残
醐
棚
之
園
、
此
正
今
日
之
便
宜
耳

嘉
靖
湖
州
府
志
・
倉
一
・
郡
紀
に
は

「
正
徳

一
四
年
、
都
御
史
許
庭

光
、
請
均
湖
州
府
各
州
鯨
殺
耗
、
疏
下
、
知
府
劉
天
和
、
議
均
篤
官

民
一則
則
」
と
あ
り
、
康
照
安
吉
州
士
山
・
谷
五
・
回
賦
に
は
「
正
徳
一

五
年
、
知
府
劉
公
天
和
、
議
終
官
民
団
軽
重
則
例
、
均
省
食
二
、
軽

者
終
局
一
則
、
不
得
子
軽
則
之
内
、
更
有
参
差
、
重
者
総
矯
一
則
、

不
得
子
重
則
之
中
、
倫
多
分
析
、
自
正
徳
十
五
年
以
後
、
民
甚
便

之」、

崇
赦
烏
程
豚
志

・
谷
三
・
賦
役
に
は
「
〔
正
徳
〕
一
五
年
、
准

知
府
劉
天
和
議
、
宮
田
一
則
、
民
間

一
則
起
科
、

事
飽
鑑
一
、
宿
弊

登
除
、
民
骨
周
永
便
」
と
あ
る
。
な
お
、
そ
の
他
の
多
く
の
資
料
に
よ

っ
て
も
、
た
と
え
ば
常
州
府
知
府
腹
績
が
、
「
湖
州
府
均
耗
事
例
に

比
照
」
し
て
官
・
ー民
ニ
則
化
を
行
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
一
五
年

の
劉
天
和
に
よ
る
改
革
が
官
民
二
則
化
に
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ

る
。
し
か
し
、
そ
れ
と
、
一
四
年
に
、
彼
の
呈
文
に
も
と
，
つ
い
て
行

な
っ
た
許
庭
光
と
の
上
奏
と
の
閥
係
は
や
や
陵
味
で
あ
る
。
私
は
、

一
四
年
の
劉
H
許
の
上
突
に
見
え
る
「
毎
回
一
畝
寅
米
三
斗
之
数
を

失
な
わ
ず
」
と
い
う
一
則
化
乃
至
「
均
種
」
へ
の
強
い
要
求
が
、

「
下
さ
れ
た
疏
」
に
よ
っ
て
拒
官
官
乃
至
留
保
さ
れ
、
次
善
の
策
と
し

@ 

て
、
宮
田
・
民
田
の
差
別
を
残
し
得
る
二
則
化
が
行
な
わ
れ
た
の
だ

と
解
四
押
す
る
。
私
た
ち
に
奥
え
ら
れ
た
「
地
方
志
」
の
範
園
で
考
え

ら
れ
る
の
は
、
こ
乙
ま
で
あ
る
。

宣
徳
期
か
ら
次
の
正
徳
期
へ
か
け
て
「
官
回
観
制
」
が
迎
え
た
最
初

の
深
刻
な
危
機
以
来
形
成
さ
れ
て
来
た
、
在
地
に
お
け
る
税
糧
徴
牧

技
術
上
の
即
時
統
と
は
何
か
。
府
下
の
崇
顧
烏
渥
懸
志
・
品
恒
三
・
賦
役

は
、
次
の
様
な
記
録
を
留
め
る
。

「
正
統
閥
、
分
別
田
軽
重
、
四
等
起
耗
、
除
五
斗
以
上
回
糧
、
全
輿

折
銀
、
菟
波
耗
外
、
四
斗
以
上
、
毎
畝
加
耗
五
升
、
米
三
・
折
七
、

三
斗
以
上
、
毎
畝
加
耗
七
升
、
米
折
相
半
、
ニ
斗
以
上
、
毎
畝
加
耗

一
斗
、
米
九
・
折
一
、
一
斗
以
上
、
毎
畝
加
耗
一
斗
五
升
、
倶
徴
米

不
折
、
天
順
間
革
、
正
徳
七
年
、
復
行
四
等
、
至
十
年
革
、
十
五

年
、
知
府
劉
天
和
議
、
宮
田

一
則
・
民
国
一
則
起
科
、
事
値
重
一

、

宿
弊
謹
除
、
民
岬
周
永
便
」

ζ
ζ

で
は
、
複
雑
不
均
等
な
徴
牧
率
自
慢
は
そ
の
ま
ま
に
置
か
れ
て

い
る
も
の
の
、

全
徴
収
率
が
、
五
斗
以
上
の
不
起
耗

・
全
折
銀
化
の

部
分
を
除
く
四
段
階
に
大
分
さ
れ
、
各
段
階
毎
に
、
徴
枚
率
が
低
く

な
る
に
つ
れ
て
、
毎
畝
笛
り
の
耗
米
の
額
を
逓
減
し
、
(
「
諭
田
加
耗
」

原
則
の
採
用
)
か
っ
、
毎
畝
笛
り
の
正
・
耗
米
の
徴
牧
線
盤
に
つ
い

て
本
色
部
分
の
比
率
を
多
く
折
色
部
分
の
比
率
を
少
く
す
る
と
い
う

措
置
が
と
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
所
謂
「
正
統
間
」
の
方
法
が
、
宣
徳

元
年
(
一
四
二
六
)
か
ら
正
統
七
年
(
一
四
四
二
)
迄
、
十
七
年
間

も
在
任
し
、
宣
徳
の
危
機
に
あ
た
っ
て
在
地
の
賞
情
を
知
悉
し
得
た

知
府
越
登
に
よ
っ
て
定
例
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
ζ

と
は
、
ほ
ぽ
確

言
で
き
よ
う
。
(
趣
登
在
任
期
聞
は
、

嘉
靖
湖
州
府
志
・
巻
三
・
古

。。。。
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今
守
令
表
上
に
よ
る
)
最
初
に
周
悦
の
強
力
な
改
革
の
封
象
と
な

っ
た
南
直
隷
に
属
す
る
「
富
田
地
帯
」
と
同
じ
問
題
を
か
か
もえ
な
が

ら
、
彼
の
手
を
す
ぐ
に
は
借
り
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
事
情
か
ら
、

所
江
布
政
可
に
属
す
る
湖
州
府
等
に
お
い
て
は
、
濁
自
な
解
決
方
法

が
要
求
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
正
徳
一

四
年
(
一
五
一
九
)
、
知
府

劉
天
和
の
申
交
に
も
と
ず
い
て
行
な
わ
れ
た
許
庭
光
の
上
奏
中
ば
、

「
昭
睡
眠
先
年
知
府
越
登
等
所
請
、
各
均
気
一
則
」
と
い
う
の
は
、
乙

の
越
登
が
、
早
く
も
、
官
民
の
回
・
地
・
山
・
蕩
の
各
一
則
化
を
、

宣
徳
・
正
統
期
に
上
奏
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
越
登

の
一
則
化
案
は
認
め
ら
れ
ず
、
お
そ
ら
く
、
第
二
の
案
と
し
て
採
用

・
賓
施
さ
れ
た
の
が
、
右
の
鳥
窟
蘇
志
に
の
ζ

る
、
耗
米
と
折
銀
と

に
よ
る
調
整
方
法
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
徴
校
卒
を
原
定
の
ま
ま

に
置
い
て
の
、
か
か
る
調
整
方
法
は
・
き
わ
め
て
煩
演
で
あ
り
、
在
任

十
数
年
に
及
ぶ
越
登
の
強
力
な
執
行
と
、
加
え
て
ー、
正
統
三
年
一
一

月
、
「
掘
削
西
糧
多
府
間
肺
」
と
し
て
の
杭
・
嘉
・
湖
を
も
、
従
来
よ
り

管
轄
し
て
い
た
蘇
・
松
・
常
と
粂
管
す
る
べ
く
命
じ
ら
れ
た
、
「
総

督
税
糧
粂
巡
撫
態
天
等
府
L

の
任
に
あ
り
、
名
官
と
い
わ
れ
た
周
悦

の
力
と

κよ
っ
て
は
じ
め
て
維
持
し
得
た
志
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。

(
周
伐
粂
管
は
、
明
寅
録
・
正
統
三
年
一
一
月
戊
成
)
し
か
し
、
越

登
去
り
(
正
統
七
年
)
、
周
枕
も
ま
た
僻
任
し
た
(
景
泰
二
年
)

後
、
右
の
調
整
方
法
は

一
時
賀
行
因
難
と
な
っ
た
。
そ
し
て
簡
単
・

容
易
に
行
な
い
得
る
「
論
糧
加
耗
」
原
則
が
、
蘇
・
総
・
常
に
な
ら

っ
て
、
掘
削
江
で
も
寅
施
さ
れ
る。

明
貫
録

・
景
泰
七
年
(
一
四
五

六
)
七
月
甲
成
、
官
同
暦
曾
典
、
各
一
七
・
回
土
に
い
う
「
掘
削
江
杭
・

嘉

・
湖
官
民
団
徴
牧
則
例
」
の
施
行
、
が
そ
れ
で
あ
る
。
翌

一
四
五

七
年
よ
り
始
ま
る
天
順
年
間
に
、
越
登
式
論
回
加
耗
・
本
折
調
整
が

。
「
革
」
め
ら
れ
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
事
情
に
よ
る
。
し
か
し
、

ζ

の
年
か
ら
天
順
九
年
(
成
化
元
年
、
一
四
六
五
)
迄
長
期
赴
任
し
た

岳
溶
(
嘉
靖
湖
州
府
士
山
同
上
)
は
、
越
登
の
得
統
の
一
部
分
を
、
よ

り
簡
明
な
形
で
復
活
し
た
。
す
な
わ
ち
「
毎
畝
正
線
不
動
外
、
其
耗

米
、
不
分
等
則
、
毎
畝
通
信
周
一
斗
」
(
皇
明
経
世
文
編
・
倉
一
J
O
四

・
銭
高
明
・
均
賦
書
奥
郡
伯
)
と
い
う
論
田
加
耗
方
式
の
採
用
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
成
化
年
間
(
一
四
六
五

l
一
四
八
七
)
に
は
、
す
で
に
、

府
下
武
康
懸
か
ら
、
「
宮
崎
周
一
則
・
民
篤
一
則
」
と
い
う
方
法
が
、

府
管
局
へ
提
案
き
れ
、
「
該
府
七
州
蘇
、
己
行
贋
年
、
民
甚
便
之
」

と
い
う
欣
況
が
あ
っ
た
。

ζ

れ
は
嘉
靖
六
年
十
二
月
、
南
方
に
お
け

る
均
則
を
朝
廷
へ
提
案
し
て
拒
否
さ
れ
た
吏
部
品
問
書
桂
等
が
、
白
か

ら
正
徳
八
年
(
一
五
二
ニ
)
武
康
蘇
知
豚
で
あ
っ
た
時
の
調
査
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。
(
皇
明
経
世
文
編
・
倉
一
八

0
・
請
修
復
奮
制
以

足
園
安
民
疏
〔
均
地
均
殺
〕
)
桂
尊
は
、
や
が
て
劉
天
和
に
よ
っ
て
〔
お

そ
ら
く
よ
り
整
備
さ
れ
た
形
で
〕
定
例
化
さ
れ
る
こ
の
方
法
が
、
「
至

今
〔
嘉
靖
六
年
〕
、
蘇
・
松
・
常
・
鋲
・
杭
・
嘉
六
府
各
州
蘇
、
叉
莫
不

欲
取
法
子
湖
州
府
者
」
と
い
う
よ
う
に
、
「
官
団
地
糟
」
の
各
府
に

影
響
を
奥
え
な
が
ら
も
、
「
所
以
阻
之
者
j
i
-
-
南
方
宮
豪
之
家
、

欲
得
濁
出
軽
則
之
国
糧
、
不
肯
矯
重
則
里
甲
均
苦
」
と
い
う
事
情
に

よ
っ
て
施
行
し
得
な
か
っ
た
ζ

と
を
も
述
べ
て
い
る
。
康
鹿
川
安
吉
州

志
・
昌
也
五
・
田
賦
が
縛
え
る
弘
治
年
間
(
一
四
八
八

1
一
四
九
九
)

の
、
「
宮
田
重
則
・
較
則
、
民
田
重
則
・
経
則
」
別
の
方
法
(
各
A

回
一
畝
あ
て
の
詳
細
な
銀
・
米
徴
収
率
が
附
せ
ら
れ
て
い
る
)
は
、

あ
る
い
は
桂
等
の
い
う
官
・
民
ニ
則
化
か
も
し
れ
な
い
。
レ
か
し
、

円目。。



458 

彼
の
赴
任
時
、
す
で
に
ζ

の
方
法
は
過
去
の
も
の
と
な
っ
て
い
た
。

す
な
わ
ち
正
徳
七
年

l
十
年
(
一
五

一
二

1
一
五
)
に
は
、
再
び
、

越
登
の
四
等
起
耗
の
方
法
が
完
全
に
復
活
し
て
い
る
。
正
徳

一
四
年

の
劉
天
和

H
許
庭
光
の
上
奏
、
同
一
五
年
の
劉
天
和
の
官
民
二
則
化

に
閥
す
る
各
記
事
な
ど
に
う
か
が
わ
れ
る
方
法
は
、
以
上
述
べ
て
来

た
よ
う
に
在
地
で
根
強
く
誌
行
錯
誤
を
つ
づ
け
な
が
ら
蓄
積
さ
れ
て

来
た
諸
方
法
を
、
「
烏
程
燃
糠
〔
長
〕
塘
〔
長
〕
老
〔
人
〕
王
元
等
」

な
る
税
糧
徴
紋

・
総
迭
篠
役
負
摺
居
ら
の
意
見
を
吸
枚
す
る
ζ

と
に

よ
っ
て
、
定
例
化
し
た
も
の
に
外
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、

正
徳
末
年
の
湖
州
府
税
糧
徴
収
制
度
の
改
革
に
あ
た
っ
て
注
意
し
て

お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
劉
天
和
(
光
緒
孝
登
豚
志
・
各
八
・
鮮

奥
志
)
も
、
許
庭
光
(
向
上
、
同
治
湖
州
府
志

・
谷
四
五
・
前
事
略

・
記
兵
、
四
友
部
四
叢
説

・
谷
六
・
史
ニ
)
も
、
正
徳
二
一
年
(
一
五

一
七
)
、
府
下
孝
盛
岡
肺
底
若
郷
の
湯
毛
九
に
よ
っ
て
起
き
れ
た
人
民

の
奴
飢
を
鎮
座
す
る
た
め
に
、
一
定
の
役
割
を
演
じ
た
人
物
だ
っ
た

乙
と
で
あ
る
。
許
庭
光
が
「
均
糧
」
を
主
旨
と
す
る
上
奏
(
本
文
参

照
)
の
中
で
、
「
今
湖
州
之
民
所
恩
者
、
蛍
但
不
均
而
己
、
難
〔
嘉

婿
府
志
で
は
級
と
作
る
〕
貧
之
極
、
相
衆
亡
祉
、
萄
延
性
命
、
無
所

不
至
」
と
と
く
に
ふ
れ
、
劉
天
和
が
、
宮
田
重
則
部
分
の
貫
質
負
鎗

減
少
に
不
可
紋
な
「
京
庫
折
銀
」
の
公
卒
分
配
を
延
々
と
請
う
上
奏

(
本
文
参
照
)
の
中
で
、
「
幅
削
之
諸
郡
言
通
負
者
、
莫
如
烏
程
蹄
安

等
豚
東
七
千
西
八
千
等
低
円
、
回
土
荒

蕪
調
室
、
重
以
孝
盛
大
盗
甫

除
、
習
俗
未
改
、
獄
案
繁
興
、
公
私
倶
園
、
掘
削
之
諸
郡
言
多
事
者
、

英
先
駕
」
と
言
及
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
背
後
に
は
、
叛
蹴
が

直
接
間
接
に
税
糧
徴
収
に
及
ぼ
す
影
響
へ
の
彼
ら
の
恐
れ
が
あ
っ
た

⑧ 

の
で
あ
る
。

太
湖
周
迭
の
宮
田
地
帯
で
、
連
鎖
的
に
進
行
し
て
い
く
「
均
糧
」
化

の
先
鞭
が
、
湖
州
知
府
た
る
劉
天
知
と
、
都
御
史
巡
視
幅
削
江
た
る
許

庭
光
に
よ
っ
て
つ
け
ら
れ
、
か
っ
、
そ
の
基
本
的
方
法
が
打
ち
出
さ

れ
た
歴
史
的
な
環
境
は
、
以
上
の
如
く
で
あ
る
。

(
な
お
桂
置
す
の
武

康
豚
赴
任
を
正
徳
八
年
と
し
た
の
は
、
嘉
靖
湖
州
府
志

・
各

一
二
・

名
官
列
停
上
に
よ
る
。
)

感
領
の
「
議
」
(
後
、
現
質
に
施
行
さ
れ
る
)
の
内
容
は
、
利
病
書
・

原
編
第
七
冊
・
武
進
鯨
志
、
「
併
徴
均
則
法
」
の
名
稽
は
、
寓
暦
常

州
府
志
谷
四
・
銭
穀
三
・
徴
輸
に
よ
る
。

常
州
府
下
の
各
豚
に
行
な
わ
れ
た
「
徴

一
」
の
数
値
の
合
算
結
果
で

あ
る
同
府
の
「
徴
一
」
の
敏
値
は
左
の
如
く
で
あ
る
。
容
細
な
翠
位

は
、
省
略
す
る
。

「
嘉
靖
十
六
年
、
本
府
原
額
官
民
団
地
山
灘
塘
蕩
滝
田
川
積
五
七

O
七

三
頃
四

O
畝
、
:
:
:
中
略
目
:
:
寅
徴
起
科
官
民
田
地
山
灘
塘
蕩
湾
行

壊
五
五
三
九
二
頃
三
一
畝
、
寅
徴
秋
糧
・
夏
税

・
馬
草
・
穣
紗
・
義

役
等
正
耗
卒
米
一

O
四
一
二
一
二
三
石
、
内
除
貌
園
公
妊
該
納
、
無
錫

宜
興
二
豚
自
運
京
庫
及
存
留
外
、
寅
該
均
灘
正
耗
平
米
一

O
三
九
七

二
九
石
、
内
該
本
色
起
・

存
正
耗
卒
米
三
九
五

O
九
七
石
、
折
色
金

・
白
・
布
債
銀
二
五
七
八
五
二
一同
」
(
寓
暦
常
州
府
志
、
各
四
、

銭

殺
三
・
徴
輸
)

常
州
府
下
の
各
豚
に
行
な
わ
れ
た
徴
収
率
の
二
元
化
の
具
種
的
数
値

は
た
と
え
ば
武
進
師
師
、
無
錫
豚
で
は
左
の
如
く
で
あ
る
。

翠
位
は

斗
。

「
武
進
豚
・
:
・
:
中
略
:
:
:
宮
田
地
毎
畝
科
卒
米
四
・
三
七
七
、

民
団
地
毎
畝
科
卒
米
一
・
九

O
七
、
民
山
灘
猪
蕩
掩
汚
墳
毎
畝
科
卒
米

-90ー
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0
・
三
九
九

O
六
:
・
中
略
:
・
一:
無
錫
豚
:
:
:
中
略
・
:
・
官
団
地
毎

畝
科
卒
米
三
・
三
三
、
民
団
地
毎
畝
科
卒
米
一
・
五
九

O
六
九
、
官

民
山
毎
畝
科
卒
米

0
・
二
、
・
:
:
:
・
以
下
略
」
(
蔦
暦
常
州
府
志
、

各
四
、
銭
毅
三
・
徴
輪
)

利
病
害
・
原
編
第
七
冊
・
武
進
際
志

同
右
。
乙
の
武
進
豚
志
の
原
本
は
、
日
本
に
は
な
い
。

再
開
股
銀
江
府
志
・
各
五
・
賦
役
士
山

嘉
靖
湖
州
府
志
・
各
八

・
食
貸
志
・
嘉
靖
二
十
年
十
二
月
朔
州
府
申

文従
っ
て
、
隣
府
嘉
輿
府
海
堕
豚
の
均
糧
促
進
論
者
銭
揖
慨
が
二
則
化
施

行
の
範
と
し
て
彼
の
名
前
を
あ
げ
る
の
は
言
葉
の
厳
密
な
意
味
で
は

正
し
く
な
い
わ
け
で
あ
り
、
乙
の
患
の
も
つ
劃
期
的
意
義
故
に
停
わ

っ
て
い
た
鐸
の
令
名
を
誤
聞
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
(
出
典
は
本
文
花

頁
の

1
・
2
・

3
)

嘉
靖
嘉
輿
府
薗
記
・
各
八
・
物
土

同
右

天
啓
海
態
蘇
園
経
・
昌
也
五
・
食
貨
上

同
右
及
び
問
書
・
各
九
・
官
師
籍
上

崇
一
服
嘉
興
豚
志

・
省
一

一
・
官
師

嘉
靖
嘉
輿
府
園
記
・
単
位
入
・
物
土

銭
破
の
均
糧
議
、
出
典
は
本
文
施
頁
の

3
。

嘉
靖
嘉
興
府
関
記

・
昌
也
一
二
・
人
文
三
・
官
師

註
⑧
と
同
箇
所
に
左
の
よ
う
に
い
う
。

未
行
、
徐
泰
所
云
、
上
吏
綬
籍
、
稽
故
事
、
旋
議
旋
館
者
是
也
、
嘗

時
不
利
於
均
者
、
借
紛
更
名
、
籍
制
之
至
、
取
上
旨
申
筋
、
如
曾
典

⑨ ⑧⑨⑧⑧@⑧ ⑨⑧@  

所
載
六
年
九
年
詔
令
、
一
云
、
不
許
改
科
立
新
法
、
一
云
、
終
則
令

更
改
者
、
通
行
禁
革
、
此
必
有
大
力
者
矯
之
主
持
、
越
公
此
彦
、
更

不
奏
聞
朝
廷
、
只
申
都
院
欧
陽
公
必
進
・
按
院
裂
公
紳
、
詳
允
便

行
、
尤
矯
有
見

叉
、
本
文
花
頁
、
銭
被

2
に
は
、
在
地
の
均
糧
反
封
論
の
、
次
の
よ

う
な
タ
イ
プ
が
あ
げ
ら
れ
る
。

「
或
目
、
宮
・
民
・
姿
問
、
非
私
名

也
、
乃
園
家
等
則
有
此
、
背
己
定
制
、
而
今
楓
更
、
無
乃
不
可
乎
」

本
文
明
川
頁
に
ふ
れ
た
、
「
越
滅
議
」
に
次
の
如
く
い
う
。
な
お
、
乙
れ

は
、
乙
の
府
に
お
け
る
「
徴
一
L

の
操
作
施
行
の
一
例
澄
と
な
ろ
う
。

及
照
爾
京
白
線
、
常
年
金
汲
軽
田
人
戸
輪
納
、
縁
曾
計
議
、
加
脊
折

白
耗
等
米
、
毎
正
自
殺
一
石
、
准
除
小
民
稔
卒
米
大
約
一
石
五
斗
之

数
、
今
議
宮
給
稔
米
ニ
石
、
奥
各
運
線
、
自
行
春
解
、
不
必
汲
民
、

其
金
祐
折
銀
、
原
議
録
商
准
米
摩
石
、
健
波
重
田
貧
民
総
納
、
今
議

井
入
草
姿
銀
内
、
毎
爾
照
依
白
銀
、
准
賞
米
ニ
石
、
多
出
ニ
石
、
緊

菟
於
民

な
お
、
「
越
滅
の
議
」
を
載
せ
る
後
代
の
地
方
士
山
は
、
殆
ん
ど
の
場

合
「
一
則
化
」
の
事
貨
の
み
を
注
目
し
、
こ
こ
に
引
用
し
た
部
分
と

そ
れ
に
つ
づ
く
後
半
部
分
を
省
略
す
る
の
で
、
「
均
糧
」
・
「
徴
一
」

の
意
義
と
内
容
が
、
不
分
明
に
な
っ
て
了
っ
て
い
る
。

本
文
乃
頁
銭
破
ー
に
「
園
初
兵
焚
之
徐
、
東
南
生
歯
未
甚
繁
、
田
野

未
登
閥
、
省
時
水
田
雄
可
征
税
、
而
阜
地
猶
未
耕
墾
、
是
亦
有
不
能

矯
均
者
:
:
:
而
今
不
然
失
、
官
民
菱
地
之
問
、
無
畝
不
裁
耕
、
無
耕

不
裁
熱
、
無
熟
不
裁
穫
、
濁
其
徴
糧
之
則
、
反
有
重
有
軽
、
是
時
之

不
可
不
均
者
也
」
と
あ
る
。

な
お
、
「
富
豪
」
の
濁
占
に
つ
い
て
は
本
稿
(
下
)

⑧ ⑩ 
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議
」
か
ら
の
引
用
文
を
参
照
の
こ
と
。

本
文
乃
頁
・
銭
被

2
に
左
の
よ
う
に
あ
る
。

官
田
之
糧
、
一
一
畝
之
輪
、
有
至
五
斗
者
、
民
団
則
五
升
至
八
升
而

止
、
窟
宮
地
則
三
升
至
五
升
而
止

前
橋
(
上
)
第

3
、
4
表
、
及
び
註

6
参
照

前
稿
(
下
)
参
照

前
稿
(
下
)
及
び
、
明
史
一
五
三
・
列
停
四
一
・
周
悦

正
徳
松
江
府
志
・
容
七
・
回
賦
・
上
の
記
載
に
依
接
す
る
崇
顧
松

江
府
志
谷
八
・
田
賦
上
、
そ
れ
を
』挺
し
た
利
病
普

・
原
編
第
六
冊

・

蘇
松
、
等
々
が
、
み
な
い
う
「
杜
宗
恒
」
と
は
、
嘉
耐
震
松
江
府
志
・

袋
五
一
・
古
今
人
停
に
い
う
、
府
下
上
海
豚
入
社
(
字
宗
原
)
の
弟

「
杜
桓
」
(
字
宗
表
)
で
あ
ろ
う
。
永
幾
三
年
の
貢
士
、
金
華
街
経

歴
を
つ
と
め
、
「
曾
上
書
嘗
事
、
請
減
浮
糧
」
と
あ
る
。

@
崇
一
融
制
似
江
府
志

・
谷
八
・
回
賦
上
、
「
正
徳
六
年
巡
撫
右
余
都
御
史

張
鳳
復
論
殺
加
耗
井
銀
布
折
徴
奮
例
」
項
下
、
張
鳳
の
「
復
奮
規
革

弊
便
民
集
」
中
に
、
彼
の
意
見
と
し
て
「
松
江
一
府
、
大
戸
多
軽
則

之
回
、
小
戸
多
重
則
之
賦
、
論
回
加
耗
、
若
便
小
民
、
然
斗
則
数

多
、
番
手
作
弊
、
雌
精
子
葬
者
、
亦
被
欺
臓
、
況
小
民
乎
」
と
述
べ

る。右
の
「
便
民
案
」
の
中
で
張
鳳
が
「
論
娘
加
耗
」
施
行
の
根
援
と
し

て
引
く
、
「
上
海
豚
者
民
朱
寵
等
呈
」
は
、
か
か
る
論
法
の
典
型
。

そ
の
詳
し
い
内
容
は
、
以
下
の
種
々
の
「
均
糧
議
」
参
照
。
こ
の
大

戸
に
有
利
な
論
糧
加
耗
は
、
大
勢
と
し
て
否
定
さ
れ
て
い
く
。

な
お
、
こ
の
こ
と
を
含
め
て
松
江
府
の
「
加
耗
」
問
題
に
つ
い
て

は
、
皇
明
経
世
文
編
・
翁
二
六
人
・
徐
献
忠
・
復
劉
折
東
加
耗
書
の

@ @@@@  @ @ 
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二
つ
の
篇
に
詳
し
い
。
四
友
車
両
叢
設
・
倉

一
三
・
史
九
で
、
何
良
俊

は
、
歌
陽
鐸
の
指
示
に
よ
る
「
論
田
加
耗
」
を
痛
烈
に
非
難
す
る

が
、
そ
れ
が
特
定
の
立
場
に
よ
る
偏
向
を
も
つ
こ
と
は
、
乙
の
比
較

的
客
観
性
あ
る
徐
献
忠
の
書
簡
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。

註
⑬
の
徐
献
忠
書
簡

中
央
檎
力
の
税
糧
・
径
役
徴
枚
制
度
と
松
江
府
下
農
村
内
部
と
の
相

互
関
係
を
頗
ぶ
る
具
懐
的
に
述
べ
る
「
雲
間
穆
目
抄
」
に
は
、

「
隆
康
三
年
、
生
員
張
内
福
建
震
清
丈
均
糧
之
説
、
請
子
嘗
事
者
、

嘗
事
者
是
其
議
、
詩
子
朝
、
乃
筒
命
余
事
鄭
元
顔
、
重
其
役
、
元
担
問

印
本
府
同
知
也
、
子
是
旋
詞
輿
論
、
分
上
中
下
三
郷
、
以
定
斗
則
、

華
亭
毎
畝
科
正
米
ニ
斗
四
升
五
合
、
上
郷
加
耗
一
斗
二
升
、
中
郷
七

升
五
合
、
下
郷
三
升
、
護
塘
外
者
克
、
上
海
毎
畝
科
正
米
ニ
斗
二
升

五
合
、
上
郷
加
耗
一
斗
、
中
郷
六
升
、
下
郷
三
升
、
護
塘
外
者
菟
」

(
容
四
・
記
賦
役
)

と
い
う
。
隆
慶
三
年
と
は
、
崇
臓
の
府
志
に
よ
れ
ば
郷
元
留
の
、
諸
問

丈
と
均
糧
が
完
成
さ
れ
た
年
で
あ
り
、
「
生
員
強
内
題
」
の
建
議
の
日

付
自
鐙
は
、
一
ユ
年
以
前
に
遡
ぼ
る
で
あ
ろ
う
。
「
常
事
者
」
と
は
、

府
志
の
記
述
に
お
け
る
「
奏
言
」
者
、
す
江
わ
ち
隆
慶
元
年
か
ら
三

年
に
か
け
て
態
天
巡
撫
で
あ
っ
た
林
潤
(
二
十
五
史
補
編
、
明
代
督

撫
年
表
)
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
右
の
記
事
に
よ
っ
て
「
全
熱
田
」
な

る
も
の
が
、
正
常
な
税
糧
徴
枚
封
象
と
し
て
の
土
地
で
あ
る
こ
と

は
、
明
ら
か
と
な
ろ
う
。
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